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2.瓦、円面硯、多面を有する高lTk、 腰帯 (餃具)



敷島町の南部は荒川によって形成された扇状地形がひろがっており、平

成 5年の『遺跡詳細分布調査』では、数多くの遺跡がこの地形上に分布し

ていることが明らかとなりました。

遺跡の多いこの扇状地上では、近年開発が頻繁におこなわれ、緊急とな

る埋蔵文化財の保護を目的とした発掘調査がおこなわれてきております。

中でも、中下条と大下条に所在している松ノ尾遺跡では、道路建設、宅

地分譲、大型店舗などの開発が数多く、これらの開発に伴う調査が重ねら

れてきております。その結果、古 くは縄文時代 (4,500年前)か ら中世

(約 500年前)にかけて頻繁に人々が暮していた痕跡が発見されています。

中でも、今からおよそ1,300年前の古墳時代後期から約1,000年前の平安時

代では大きな集落跡を形成していることが近年徐々に明らかとなってきて

います。

今回報告する第Ⅱ次調査は、宅地造成に伴う記録保存のための調査とな

りましたが、弥生時代の住居跡 1軒、古墳時代の住居跡 8軒、奈良時代の

住居跡 3軒、平安時代の住居跡 9軒などが発見され、長い期間にわたり当

時の人々が生活をおこなっていたことが明らかとなりました。

今後も、町の財産である文化財についてなお一層の精密な調査と記録を

行い、地域文化の歴史解明とその発展のため後世に伝え、さらに教育普及

へと役立てていくよう努めてまいります。

最後に、このたびの調査に際し、地権者の方々の文化財保護に対するご

理解とご協力のもとで、調査の成果を上げることができましたことに深く

感謝するとともに、ご指導、ご協力いただきました関係各位に心より厚く

御礼申し上げます。

平成16年 8月

敷島町教育委員会

教育長 山 口 正 智



例   言

1。 本報告書は、山梨県中巨摩郡敷島町大下条地区に所在する松ノ尾遺跡の発掘報告書である。

2.本調査は、宅地造成に伴い実施した発掘調査で、調査面積は約2,000ポである。

3.発掘調査は、平成10年 (1998年)4月 2日 ～9月 30日 までの約 6ケ 月間にわたって行つた。

その後、整理作業は、断続的に行った。

4.発掘調査および整理作業にあたった組織は、次のとおりである。

調査指導 。主管  敷島町教育委員会

調 査 主 体 者  敷島町文化財調査会

調査指導担当者  ≪発掘調査・整理調査≫大鳥正之 (敷島町教育委員会生涯教育課社会教育係副主査 )

≪整 理 調 査≫  小坂隆司 (敦島町教育委員会生涯教育課社会教育係嘱託)

調 査 事 務 局  敷島町文化財調査会

5。 発掘作業は大鳥が調査指導を担当し、整理作業は大鳥・小坂の指示のもと、飯室久美恵、石川弘美、一ノ瀬

一浩、長田由美子、小林明美、関本芳子、高添美智子、望月典子でおこなった。本報告書中、遺跡全景および

遣構写真は大蔦が撮影し、遺物写真の撮影および図版の編集は小坂が行った。最終校正を大鳥が担当した。

6。 調査ならびに報告書作成にあたり、次の方々より御教示をいただいた。ここにご芳名を記し、感謝申し上げ

る。

小野正敏 (国立歴史博物館 )、 中込司郎、坂本美夫、羽中田壮雄、飯野正仁、畑 大介 (敷島町文化財審議

会)、 斎藤孝正 (文化庁美術工芸課 )、 百瀬正恒 (京都市文化財研究所 )、 藤沢良祐 (瀬戸市埋蔵文化財セン

ター)、 人重樫忠郎 (平泉町教育委員会 )、 大庭康時 (福 岡市教育委員会 )、 萩原三雄、平野修、櫛原功一

(帝京大学山梨文化財研究所 )、 山下孝司、関間俊明 (韮崎市教育委員会)

7.発掘調査ならびに整理作業参加者

青山制子、浅川松子、飯室久美恵、石川弘美、一ノ瀬一浩、長田由美子、尾沢玉枝、小林明美、三枝延子、

末松福江、須長愛子、関本芳子、高添美智子、近浦正治、保坂広昭、保廷 勇、望月典子

8。 本遺跡の出土遺物および調査で得られたすべての記録については一括 して敷島町教育委員会に保管してあ

る。

例

1,本書の第1図は国土地理院発行の地形図 (1:25,000)「甲府市北部」「韮崎」「甲府」「小笠原」の各一部分

を用いて作成したものである。

2.遺物挿図中、断面が白抜 きは土器・土師器・土師質土器で、 回国盟とは須恵器、 3///////4は 陶器類、

|   |は磁器である。また、期 は焼土範囲を表記する。

3.図版中、遺構と遺物は縮尺が統一されていない。
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第 1章 遺跡をとりまく環境
1.遺跡の立地と環境 (第 1図 )

敷島町が所在する甲府盆地の北西部は、奥秩父の金峰山を源とし南流する荒川によって開析された北から南

へと緩やかに傾斜した扇状地形を成している。この西側には、北西部にそびえる茅ケ岳の裾部を形成するなだ

らかな赤坂台地が貢川と釜無川に挟まれるように南北に張り出して伸びており、」R中央線付近において終息す

る。一方、北側はこの扇状地形の背後を担うように東西に大きく片山が跨り、さらに東側へと目を転じ千代田

湖を挟んで尾根筋を南側へと進むと舌状に張り出した湯村山がある。

このように甲府盆地の北西部は、東西北部の三方が台地と山々によって「コ」字状に取り囲まれ、盆地に向

かって南向きに開口し、まるで天然の要害を形成するような特殊な地形を織り成している。

このうち荒川の右岸に位置する敷島町は、町域は南北約17km、 東西約 4 kmと 南北に細長い町である。本町は

大きく北部の山岳山間地帯と南部の盆地部におおよそ大別されるが、町域のほぼ8～ 9割は標高1,704mを測る

茅ケ岳をはじめとする曲岳、太刀岡山などの山岳地帯や一部の丘陵からなっている。

一方、町南部は上述した荒川による扇状地形で、東はちようど荒川右岸に面し、西は貢川を境として東西を

河川で挟まれた南北に細長い格好を呈し、盆地北西部の一部に相当する。

以上のように、甲府盆地北西部は中央に荒川が南流し、東西北部の三方を台地と丘陵により囲まれた空間が

形成され、荒川右岸の本町ではこのような地形をもとに様々な歴史的背景が垣間みられる。

2.松ノ尾遺跡について (第 1・ 2図 )

松ノ尾遺跡は、荒川によってできた扇状地上に位置する。敷島町の南部に広がるこの扇状地には、北から南

へと向かって大きく東西に2筋の微高地が形成されており、松ノ尾遺跡はちょうど東側の微高地上に占地する。

現在、松ノ尾遺跡として包蔵地認定されている範囲は南北約700m、 東西約400mの広がりをもち、標高286～

296mを測り北から南へと向かって緩やかに傾斜した地形を成している。

本遺跡は、遺跡のほぼ中央を横断する都市計画街路愛宕町下条線建設事業に伴い1994年 に初めて本格的な発

掘調査が実施された。第二次調査は1994年 10月 から翌年3月 までおこなわれ、調査面積は約7,000ポ に及んだ。

この調査の結果、古墳時代後期 (6世紀後半～ 7世紀)の住居跡 5軒、平安時代 (10世紀前半～■世紀末葉)

の住居跡14軒、方形竪穴状遺構 7基、土坑43基、溝状遺構 5条、ピットなどからなる集落跡が発見された。

出上した遺物をみると、包含層からは滑石製勾玉、ガラス製小玉、切子工、臼玉、銅鏃、鉄鏃、刀子など古

墳の副葬品と思われるようなものがあり、また甲斐型土器や金色雲母を多量に含んだ土師質土器などをはじめ

とする膨大な量の上器類や、須恵器、緑釉陶器、灰釉陶器、陶磁器類、また鍛冶関連遺物や多くの鉄・銅製品

類なども出上している。

中でも土器・陶磁器類では円面硯、緑釉陶器の碗・皿・稜碗 (陰刻花紋 9片以上)、 土師質土器には小塊、見

込みに花弁状暗文を施した脚高高台ネや杯などのほか、貿易陶磁器には白磁 (碗・皿・壷・水注など)や青磁

(碗・皿)の特筆されるものがある。金属製品は帯金具 (鉄製餃具や銅製蛇尾具)や金銅製小仏像 2躯、銅製連

繁壺金具などがあるほか、銅銃の口縁部片や銅鏡の紐孔部分を中心とした破片も出ている。金銅製小仏像は出

土状態や共伴遺物、文様・鋳造技術から■～12世紀の所産とみられる。

今回報告する第Ⅱ次調査は、上記の第 I次調査区の南に隣接した調査であったが、弥生時代末葉から古墳時

代初頭に相当する住居跡や、古墳時代後期 (6世紀後半以降)か ら平安時代 (11世紀末葉)にかけての住居跡

など多くの遺構が発見され、本遺跡が長期にわたる大規模な集落跡であったことが具体的となった。

現在では、本遺跡の調査も第�次を数えるまでになってきているが、さらに数多くの新たな調査成果が蓄積

されてきており、本遺跡の全体像や時代ごとの性格などが徐々に把握されつつある。
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第 2図 調査区位置図

第 3図 第 H次調査区遺構分布図
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第 2章 遺構と遺物
今回の調査は松ノ尾遺跡の第Ⅱ次調査である。調査は、1994～ 95年 にかけておこなわれた第 I次調査の東側

南部に隣接 した約2,000♂ を対象としておこなわれた (第 1～ 3図 )。 その結果、住居跡22軒、土坑13基、溝状

遺構 5基、ピット25基におよぶ数多くの遺構と遺物が確認された。以下、各遺構についてみていくこととする。

1.住居跡

発見された22軒 の住居跡についての内訳は、弥生時代末 l軒、古墳時代 8軒、奈良時代 3軒、平安時代 9軒、

時期不明 1軒である。

a.弥生時代
10号住層跡 (第 4図、第10表、図版 2・ 7)

位置・概要 調査区内の中央南部からやや西側のG・ H-5。 6グ リッドに位置し、 8,9号 住居跡と隣接して
いる。

北東壁以外は遺存状態が良好であった。

形状・規模 平面形は残存部の状況から本来は方形を呈していたものと考えられる。現存では東西約3.7m、 南
北約3.7mを 測る。壁は緩やかに立ちあがり、壁高約15～ 20cmを測る。

|

|

|

D      ヴ

1綿 色上糾 魂 しまり魂 4thに自観 子を含転
― ―

第 4図 10号住居跡 。出土遺物
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炉   跡
主 な 施 設

確認されなかった。

柱穴は5カ 所あり、北壁東・西で 1ケ所ずつ (Pl・ 2)、 西壁の中央付近に 2ヶ所 (P3・ 4)、

住居中央からやや南側に 2ヶ 所 (P5。 6)あ る。これらは、直径約20～ 45cm、 深さ約 8～ 15cm

を測る。また、南束隅部には長軸約80cm、 短軸約52cm、 深さ約32cmを 測 り隅九長方形を呈する貯

蔵穴が 1基確認された。

住居跡の北西部には堅く締まった床面が南北約1,7m、 東西約1.lmの範囲にわたつてみられた。

1は台付奏、 2は甕、 3は高杯、 4は小型壷である。

月ヽ型壺 4は貯蔵穴内の北寄り底面上から出土している。台付甕 1と 高杯 3は西壁すぐ側の覆土中

から出上し、甕 2と 鉢 5は住居の中央付近床面上からみつかつた。帯金具 (遺構外78)が住居跡

のやや北側覆土中から出土しているが,おそらく後世に混在 したものであろう。

物迫還

b.古墳時代
4号住居跡 (第 5・ 6図、第 4表、図版 2・ 7)

位置 。概要 調査区の西側南部 G-1・ 2グ リッドに位置する。北東のコーナーは3号住居跡により切られてい

る。

また、北西部コーナーの上面は旧河道跡が被っているが、住居内への流れ込みの状況はない。こ

のような状況からおそらく、本住居跡が完全に埋没した後に河道ができたものと考えられる。

形状・規模 平面形は東西にわずかに長軸をもつ方形を呈し、東西約4.7m、 南北4.4m、 壁高24～ 32cmを測る。
カ マ ド 】ヒ壁中央に設けられ、長軸約80cm、 短軸約60cmを測り、内部は焼上が厚く充満している。
主 な施 設 柱穴はPl～ 4の 4本が相当し、直径38～ 40cm、 深さ15～ 30cmを測る。P5・ 6は床面上にわずか

にできた浅い窪地となっている。

遺   物 1～ 4は杯、 5～ 7は小型甕、 8～ 11は長胴甕、12は凹み石である。これらの遺物はカマドがあ
る住居北側に偏在して出土した。とくにカマド周辺には杯 4、 小型甕 5。 6、 長胴奏■が床面上

からまとまって出上している。また、凹み石12は住居南西部壁際の覆土中から出土している。

1暗泰褐色上 粘性弱。しまり礁 全体に5～ itlalmの 小石、少二の自色粒子を含む。
2暗黄茶色上 粘性なし。しまり中。砂粒、lmm前後の長石を含五

第 5図  4号住層跡 (1)
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7号住居跡 (第 7図、第 7表、図版 2・ 7)

位置・概要 調査区南西部F,G-2～ 4グ リッドに位置する。北東から南西部にかけて確認された旧河道跡に
近接し、 3・ 4号住居跡が近くに分布している。

形状・規模 平面形は方形を呈し、東西約5.lm、 南北約4,9m、 壁高約10～ 18cmを 測る。遺存状態は良好である。
カ マ ド 明確な痕跡はないが、住居北東部コーナー付近において長軸約100cm、 短軸約75cmの焼上がみられた。
主 な施 設 北・東・西側のそれぞれのコーナー付近には径35～ 40cm、 深さ8～ 25cmの柱穴 (Pl～ 3)が確認

されている。しかし、南西側のコーナーには柱穴はないが、長軸96cm、 短軸74cm、 深さ15cmの 精

円形を呈する浅い土坑状の落ち込みがある。

遺   物 1は杯、 2は小型奏、 3は長胴甕である。 1～ 3は、住居の北西部床面上からまとまって出土して
いる。

L‐ 2894鷺

1暗福色上。粘性弱。しまり強。白色粒子及び5ranm後 の河蝶お む。

0      1m

ー

τ lヲ
――

ミ _―
~

一

=ヘ
琶
雫ヽ
ヽ

0                  1 0cm

3

第 7図  7号住居跡・出土遺物
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11号住居跡 (第 8図、第11表 、図版 2・ 7)

位置・概要 調査区の東側 C・ D-14グ リッドに位置する。本住居跡は17・ 20号住居跡に切られている。この
周辺は12。 15。 17～ 22号の 8軒の住居跡が複雑に重複し合いながら密に分布している。

形状 。規模 平面形は不整な長方形を呈し、東西約3.6m、 南北約3.2m、 壁高約40～ 48を 測 り、掘 り込みが深い
°
    住居跡である。遺存状態は良好である。
炉     明確でないが、住居跡東壁中央に長軸約75cm、 短軸約65cm、 厚さ約 8 cmの炭化物のまとまりがあ

り、Plの北東部の床面上には直径約30cmの焼土跡が検出されている。
主 な 施 設 住居跡中央床面に長径約80cm、 短径約30cm、 深さ約33cmの土坑状のPlがあり、住居跡南西部南壁

の脇には長軸約48cm、 短軸約40cmの隅九長方形を呈するP2が位置 している。
遺   物 1は小型の重、 2・ 3は高杯、 4は黒曜石製の石匙である。高杯 2はPl北東部脇の焼土跡付近か

ら、高杯 3はP2の 中から出土 した。小型壷 1は東壁中央にある炭化物のまとまりから出上してい
る。石匙 4は住居跡南西部の覆土中から確認された。

1茶褐色五 粘性弱。しまり魂 白色粒子を少二含視
2黒茶色五 粘性中。しまり弱。焼土粒、炭化物を少量含む。
3黄灰色砂粒層。粘咎な愧 しまり弱。

ー

―鯵 0鏃
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11号住居跡 。出土遺物
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主 な施 設

遺   物

12号住居跡 (第 9図、第12表 、図版 2・ 7)

位置・概要 調査区の東側DoE-13・ 14グ リッドに位置する。本住居跡の東側には21号住居跡が重複し、北
側では17号住居跡を切つている。さらに北側では15。 17・ 18～ 22号の 8軒の住居跡が複雑に重複

している。

形状・規模 平面形は方形を呈し、東西約4.4m、 南北約4.7m、 壁高は約50～ 60cmを 測 り、深 く掘り込まれてい

る。

カ マ ド
そして、壁は緩やかに立ちあがる。

住居北壁中央に位置する。大きさは長軸約■ Ocln、 短軸約100cmを 測る。カマ ド内部には焼上が残

存 していた。

確認されなかった。

1は杯、 2は塊、 3は須恵器蓋である。 2は カマ ド正面の焚き口部分から出土した。

ー1朔果茶色i粘性覗 しまり魂 2nln前 後の河蝶、白色粒子を合柱
,2黒茶色i粘性弱。しまり中。全体に5～211mmの黄色粒子塊を含む
`

第 9図 12号住居跡・出土遺物
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15号住居跡 (第 10図 、第15表、図版 3・ 7)

位置・概要 調査区の東側C-15・ 16グ リッドに位置する。本住居跡は22号住居跡を切つて構築され、さらに南
東部の床面には11号土坑により切られている。この周辺は■・12・ 17～ 22号の 8軒の住居跡が複

雑に重複し合いながら密に分布 している。

形状 。規模 平面形は方形を呈し、一辺約3.5m、 壁高約20～ 30cmを 測 り、壁は緩やかに立ちあがる。遺存状態
は良好である。

カ マ ド 確認されなかった
主 な施 設 確認されなかった。
遺   物 1は郭、 2は甕の底部で、 1は住居跡北東部の覆上、 2は南西部コーナー脇の覆土中から出土して

ヤヽる。

♀     I    Jn

第10図  15号住居跡・出土遺物

,    l    iCm

17号住居跡 (第 11図、第17表 、図版 7)

位置・概要 調査区の東側 C,D-13グ リッドに位置する。本住居跡は南側を12号住居跡によって切られてお
り、遺存状態はあまり良くない。この周辺は■・12。 15。 18～ 22号の 8軒の住居跡が複雑に重複

し合いながら密に分布している。

形状・規模 12号住居跡によって削平されていることから、遺存状態は良くない。そのため、住居跡の北西部

コーナーを中心とする東西約3.lm、 南北約2,7mの範囲が確認されただけであり、本来の規模・形

状は把握できない。北壁での壁高は約40cmを測 り、緩やかに立ちあがっている。

確認されなかった

住居跡北西部のやや西壁寄 りに直径約60cm、 深さ約18cmを測る柱穴が確認されている。

住居跡の遺存状態が粗悪なわりには豊富に出土している。 1・ 2は杯、 3は鉢、 4。 5は長胴甕で

ある。

これらの遺物は、住居北西部に偏在し北壁際から南側床面周辺にかけて出土 している。

カ マ ド
主 な施 設

遺   物

|

1茶網色二 粘性弱。しまり魂 全体に自色粒子を含軌
2黄茶褐色土。粘性な暁 しまり弱。黄色砂粒子、長石、金雲母を含む。
3砂懐層。

-10-
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第11図 17号住層跡 。出土遺物

18号住居跡 (第 12・ 13図 、第18表、図版 2・ 8)

位置・概要 調査区の東側A・ B-13～ 15グ リッドに位置する。本住居跡は19・ 20号住居跡によって切られてい

主 な施 設

るが、削平されている南西部および南壁周辺以外は遺存状態がきわめて良好である。この周辺は

■・12・ 15,17・ 19～ 22号の 8軒の住居跡が複雑に重複 し合いながら密に分布している。

平面形は方形を呈し、一辺約6.8mを 測る。壁高約50cmを測 り、緩やかに立ちあがる。

北壁中央部に設けられ、遺存状態はきわめて良好であった。大きさは長軸約130cm、 短軸約110cmを

測り、内部には焼上が大量に含まれていた。本カマドの手前には左右に袖石が設けられ、それらは

直立した状態で出土している。また、カマド内部の中央付近には支柱石1点が据え置かれていた。

南西部コーナーと南壁を除いて壁の周囲には幅約20cm、 深さ約10cmを 測る周溝が確認された。ま

た、南西部を除いた床面上では柱穴 (Pl～ 3)が確認された。 Plは直径約40cm、 深さ約35cm、
P2は直径約35cm、 深さ約30cm、 P3は直径約40cm、 深さ約45cmを それぞれ測る。
1～ 4は杯類でこのうち 4は須恵器である。 5・ 6は高杯、 7・ 8は甑、10～ 15は甕類で10は小

型の甕、■は長胴甕、12～ 15は球胴甕である。 9は土製の紡錘車である。

これらの遺物は、おもにカマ ドから住居の北東コーナーにかけてその大半が偏在 し出上している。

郭 1は カマ ドの西側焚き口付近から、高郭 5・ 6はカマ ドから東側の床面上にある。甑 7は住居北

東部コーナーの床面上から出土し、この甑 7の中には杯 2が重ねられていた。甑 8は住居中央の床

面上で出上した。

甕類は、11は カマ ド正面の焚き国際から出土している。また、球胴奏12と 15が住居の北東コー

ナー、13。 14は住居の南側で、いずれも覆土中から出上している。

紡錘車 1は住居の北西部、Pl付近の覆土中からみつかった。

形状・規模

カ マ  ド

物連退

♀     l     i°・
蘭

一 H一



I茶褐色上 粘性弱。しまり魂 全体に自色粒子を含転
0       1m

―

第12図 18号住居跡・出土遺物 (1)
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第 13図  18号住居跡出土遺物
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20号住居跡 (第 14図、第20表、図版 3・ 8)

位置・概要 調査区の東側 B・ C-13・ 14グ リッドに位置する。この周辺は■・12・ 15。 17・ 19。 21・ 22号の 8
軒の住居跡が重複し合いながら密に分布 している。住居の南側は17号住居跡によって削平され、北

東部は18号住居跡を切つている。そして、北壁の西側は遺存状態が悪く、壁は確認できなかった。

形状・規模 平面形は遺存状態から方形を呈していたとみられ、残存部の規模は南北約5.7m、 東西約2.2mである。
遺   物 1は杯、 2は鉢、 3～ 7は甕類で、 3は把手付きの小型のもの、 4・ 5は小型の甕、 6・ 7は長胴

奏である。

これらの遺物は住居の東側中央付近の床面上からまとまって出土している。

― ―
l

/

1黒褐色上。粘性強。しまり強。
全体に白色粒子を含む。

―

第14図 20号住居跡・出土遺物

-14-

］
仙．い
い



22号住居跡 (第 15図、第22表、図版 3・ 8)

位置・概要 調査区の東側B-15グ リッドからカマ ド跡が発見された。この周辺は■・12・ 15。 17～ 21号の 8

軒の住居跡が重複し合いながら密に分布している。本住居跡は調査の都合上、カマ ド部分のみの調

査となった。

カ マ ド 長胴甕 1・ 2を カマ ドの主軸に対 して横一列に置いた 2つ掛けのカマ ドであり、長軸70cm、 短軸
55cmを測る。4つの縦長で大型の石を左右 2個一対に直立に据えてカマ ド袖部の芯を作 り出してい

る。さらにこれら袖都の石の上には長さ約50cm、 幅約23cmの 巨大な扁平石を横向きに置いて、焚

き口上部に天上石を設けている。

カマド内部には焼上が大量に充満し、その範囲は焚き口部にまでおよんでいた。

}

中

∝m

ー

22号住層跡 。出土遺物
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c,奈良時代
8号住居跡 (第 16図、第 8表、図版 3・ 8)

位置・概要 調査区の中央南側H-6,7グ リッドに位置する。周辺には近接 して 9。 10号住居跡が分布して
いる。遺存状態は良好である。

形状・規模 平面形は方形を呈し、東西約2.6m、 南北約2.9m、 壁高は25～ 30cmを測 り、壁は緩やかに立ち上が
る。

カ マ ド 南東部に構築されている。大きさは、長軸90cm、 短軸85cmである。カマ ドの左右には袖石が設け
られ、この上に長さ約65cm、 幅約25cmの 天丼石が据えられている。また、カマ ド内部から焚き口

にかけて大量の焼土が遺存しており、燃焼部に相当するあたりから直立した状態で支脚の代用とみ

られる支柱石が遺されていた。

主 な施 設 北西部の西壁寄りに、直径約20cmの柱穴がある。
遺   物 本住居跡から出土したものはすべて須恵器であり、ほとんどのものは南東部に位置するカマドの南

側から住居南東隅部に偏在し出土している。 1～ 7は杯、 8は蓋、 9は大奏の破片である。

床面上から出土したものは杯 1・ 2のみである。杯 3～ 7は覆土中からの出上であるが、破片と

なったものがかなりな割合で復元されている。蓋 8は カマ ドの天丼石の中央上面から、大奏の破片

9は覆土中から出土している。

16号住居跡 (第 17図、第16表、図版 3・ 9)

位置 。概要 調査区の中央からやや東狽lE・ F-10。 ■グリッドに位置する。住居跡の南西側は13号住居跡に
よつて切られ、東側は調査区外となっている。重複が認められるが遺存状態は比較的良好である。

形状・規模 平面形は方形を呈し、東西約3.6m、 南北約3.5mを 測り、壁高は約40～ 50cmで比較的掘 り込みの深
い住居跡である。壁は緩やかに立ちあがる。

カ マ ド 】ヒ壁の中央からやや東よりに構築されている。長軸約80cm、 短軸約65cmを 測る。カマ ドの袖部に
は、約15～ 40cm大の石が使われ袖石を設けている。また、燃焼部は長軸約70cm、 短軸約60cmの 浅

い掘 り込みが認められる。

主 な施 設 確認されなかった。
遺   物 1は須恵器の杯、 2は須恵器の小型壼、 3は甕である。これらの遺物のうち、小型壼 2と甕 3は カ

マドの南東側にあり、重 2は覆土中、甕 3は床面上から出土している。杯 とは西壁中央脇の覆土か

ら出ている。

19号住居跡 (第 18図、第19表、図版 3・ 9)

位置・概要 調査区の東側BoC-14,15グ リッドに位置する。本住居跡は18号住居跡の南側を切つている。
この周辺は12・ 15・ 17・ 18・ 20～ 22号の 8軒の住居跡が重複し密に分布している。18号住居跡

と重複する部分では壁が明確に確認された。

形状・規模 全体的に遺存状態が悪いが、一辺約4.Om前後の方形を呈すと考えられる。壁高は東壁で約10cmを
測つて浅くなっており、壁は緩やかに立ちあがる。

カ マ ド 】ヒ壁の中央東寄りには長軸約100cm、 短軸約90cmの焼上のまとまりが認められ、本来はカマドが存
在していた可能性がある。

主 な施 設 壁の周縁を巡る部分的な周溝が 2ヶ所で確認されている。住居北西部の周溝は長さ約170cm、 幅約
12～ 22cm、 深さ約15cm、 東壁中央から北側にかけては長さ約1.9m、 幅約15～ 18cm、 深さ約13cmを

測る。

遺   物 須恵器杯 1と 甕 2が北壁中央に分布する焼上の周りから出上している。

-16-



1暗茶褐色上 粘性強。しまり中。7nln前後のB壊、自色粒子を少二含む。
2暗茶褐色上 粘性強。しまり中。74ull前 後の小礫を多く含み、白色粒子を少■含む。
3暗黄茶褐色上。粘性強。しまり中。7mln前後の小渫をまばら1こ含み、自色粒子を少4含む。

― ―

第16図  8号住居跡・出土遺物
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1暗茶褐色と。粘性弱。しまり魂 2mm前なのイ蝶 、白色粒子を多く含む。
2黒茶褐色亀 粘任中。しまり魂 全体にinm前後の刀壊 を含五
3明茶褐色二 粘性な嗚 しまり弱。全体に黄色砂粒子を含む。

0       1m
中

//
//  2

0          5cm

ー

第17図  16号住屋跡 。出土遺物

三三二三二三二三二三二三二三二三二三三三三三こ三二三二三三三三二三三三二三三二三三三三二三三三ニミ〔ラフ
″~~~   

。

― ―

第 18図  19号住居跡・出土遺物
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1暗葉褐色五 務性強。しまり強。全体に自色粒子を含む。



d.平安時代
1号住居跡 (第 19図 、第 1表、図版 3・ 9)

位置・概要 調査区の北西部A′ ・A-1・ 2グ リッドに位置する。近接した西狽1に 5号住居跡、南側には 6号

住居跡が分布している。

形状・規模 住居跡の南西部の大半は遺存状態が良くなかったため確認できなかった。幸い、住居跡の北側東、

西では良好なコーナー部分を確認することができ、東西約3.3m、 残存部の南北約1,9mを 沢1る こと

が分かつた。本来は一辺約3.Om程の方形の住居跡であったと考えられる。北と東側の壁は緩やか

に立ちあがり、壁高約10cmを 測る。

カ マ ド 確認されなかった。
主 な施 設 確認されなかった。
遺   物 1は土師質小皿、2は土師器の皿である。3は土師器のネ、4は石鏃である。 1・ 2は住居の西側、

3・ 4は東狽1に分布しており、いずれも覆土中からの出上である。

柳―|。 飾
◇   4   -―

2号住居跡 (第 20図 、第 2表、図版 4。 9)

位置・概要 調査区の南西部H・ I-1・ 2グ リッドに位置する。北側には 3・ 4・ 7号住居跡が分布 してい

る。

形状・規模 平面形は不整形な長方形を呈し、東西約3.3m、 南北約4.Omを 測り、壁高は約 8～ 15cmで壁は緩や

かに立ちあがる。

カ マ ド 明確なものは確認されていないが、住居跡の南西隅には径約50～ 60cmの 範囲にわたり焼上がまと

まって検出され、その周囲には大型の石が伴っていた。

主 な施 設 柱穴が 3ケ所 (Pl～ 3)で確認され、Plは北西隅部、P2は東壁中央付近、P3は南東部で確

認されている。それぞれの大きさは、Plは径35× 26cm、 P2は径50× 34cm、 P3は径70× 50cm

を測 り、各々比較的浅い掘 り込みとなっている。

遺   物  1～ 3は杯、 4は底部周縁部の脇に3つの孔が穿たれた大型の杯である。杯 1～ 3は住居跡の南西

部焼土跡北側付近と南壁脇にあり、このうち 1・ 2は床面上から出上している。

また、 4の大型の皿は南西部焼土跡の中から出ている。

3号住居跡 (第21図 、第 3表、図版 4・ 9)

位置 。概要 調査区の南西部 F・ G-2グ リッドに位置する。 4号住居跡の上部に構築され、東側に7号住居跡

がある。また、北西部コーナーの上面は旧河道跡が 4号住居跡と同様に重なっている。本住居の北

西隅部には河道跡にみられる砂礫が覆土として住居内へ流れ込んでおり、河の影響を受けたことを

|    
●4

1黒福色士亮粘性中。しまり礁 全体に5～ 20mmの 小石、少ユの自色粒子を含む。     十

一第19図  1号住居跡・出土遺物
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1茶褐色土。粘性弱。しまり中。砂粒、館 粒子及び51nln前 後の4蝶給 む。  ♀  l  im

模

設
　
　
物

規

施

舟

‐一

形状

主 な

逗

ー第20図  2号住居跡・出土遺物

物語つていた。

平面形は長方形を呈し、東西約3.Om、 南北約2.9mを測り、壁高は約10～20cmで緩やかに立ちあがる。

北東部に一部硬 く締まった床面があり、西壁には壁と直行し住居内部へと突出する土手状の施設が

ある。

1は甕、 2は鉄鏃で、これらの遺物は住居の北側にある焼土跡西側周辺の床面上から出土している。

|

!霧譜建繕落紳翔 。  旱 1 伴
第21図  3号住居跡

ρ⑬

ヽ

―-20-―

・出土遺物
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5号住居跡 (第22図、第 5表、図版 4・ 9)

位置・概要 調査区の北西隅部 A'・ A-0・ 1グ リッドに位置する。住居跡の西側は調査区外となっており、

東側には 1号住居跡が近接している。また、北東部にある 1号溝状遺構を切つている。本住居跡は

南側の床面のほぼ全面にわたって、大量の川原石が出土している。

形状・規模 平面形は不整形な方形を呈し、東西約4.Om、 南北約4.lm、 壁高は約15～ 20cmを測り、壁は緩やか

に立ちあがる。

住居北東部の北壁付近に径約90× 75cmの焼土跡が確認され、本来カマ ドがあった可能性もある。

1は土師器の杯、 2は土師器の皿である。 2点 ともに住居中央からやや北側の床面上で出土している。

|

ー

1茶褐色と。粘性弱。しまり強。全体に10～ aOIn nの
小石、少二の自色粒子を含む。

2黒褐色工 粘性強。しまり斑 白色粒子及び 100ulIIl
前後の礫を含む。

一―                               一 て

第22図

早     l     im

5号住居跡・出土遺物

|

|

|

1黒来色五 撃誰 中。しまり魂 1011un前後の月壊 お 転               中

第23図 6号住居跡 。出土遺物

P     I     ttm
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6号住居跡 (第23図 、第 6表、図版 4・ 9)

位置・概要 調査区の北西B,C-2グ リッドに位置する。本住居跡の南西部には掘立柱建物跡が隣接 している。
形状・規模 平面形は隅九方形を呈し、東西約3.7m、 南北約3.8m、 壁高は約 5～ 10cmを 測 り、壁は緩やかに立

ち上がる。

確認できなかったが、住居南東の東壁部に径約40～ 45cmの焼上が検出されている。

確認されなかった。

南東部の東壁に近い覆土中から杯 1が出上した。

9号住居跡 (第24・ 25図 、第 9表、図版 4・ 9)

位置・概要 調査区の中央から南西部 F・ G-5。 6グ リッドに位置する。住居跡の南に 8号住居跡、西側には
10号住居跡が近接している。

形状・規模 平面形は方形を呈し、一辺約3.6m、 壁高は約 5～ 10cmを 測り、壁は緩やかに立ちあがる。
カ マ ド 住居南東部に位置する。大きさは長軸約80cm、 短軸約60cmを 測 り、長径約13～ 40cmの 大小の川原

石を多く利用し構築されている。カマ ド内部には大量の焼土が残存 していた。

主 な 施 設 確認されなかった。
遺   物 カマ ド周辺の覆土中と、住居跡中央から北側の床面上にかけて多 くの遺物が出土している。 1～

11は土師質の小皿、12・ 13土師質の杯、14～ 16脚高高台の小皿、17は脚高高台杯、18は打製石斧

である。

小皿H点のうち 5点の 1～ 3・ 7,■ は住居跡南東部の覆土中からすべて出土しており、 1～
3は南壁に沿って、 7・ 11は カマ ド周辺に偏在している。これら以外の 4～ 6・ 8～ 10は およそ

住居跡の中央から北側にかけて出土しており、このうち 5・ 8以外のものは全て床面上から出土し

ている。

杯12は住居跡中央の床面上から、杯13は小皿 1～ 3と 伴に南壁脇の覆土中から出土 している。

脚高高台の小皿14～ 16は カマ ド手前の覆土中、脚高高台ネ17は カマ ドの煙道部付近でみつかって

いる。

打製石斧18は住居跡北西隅の覆土中からそれぞれ出土している。

〕膝維孟雛疑しま′費査雛良虎擁啄墓急。

第24図  9号住居跡・出土遺物 (1)
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13号住居跡 (第26図、第13表、図版 4・ 9)

位置・概要 調査区の中央付近E・ F-10。 11グ リッドに位置する。本住居跡は16号住居跡の南西部を切つて
構築されている。

形状・規模 平面形は東西にやや長軸のある隅丸状の長方形を呈し、東西約4.Om、 南北約3.6m、 壁高は約10～
15cmを 測り、壁は緩やかに立ちあがる。

カ マ ド 確認されなかった。
主 な 施 設 2個の柱穴 (Pl・ 2)が住居跡東側床面上で確認された。Plは径約26cm、 深さ約10cm、 P2

は径34× 28cm、 深さ 8 cmを測る。

遺   物 小皿 1と 脚高高台杯 2がある。これらは住居跡東側にあり、 1は壁腸の覆土中、 2は床面上からの
出土である。

イ

中

A――                               __ 〆

1明茶褐色i粘 性中。しまり強。3tlmm前後の小石を含む。黄色砂粒ブロックを含む。
2黒禍色土。粘性中。しまり強。白色粒子を少二含む。

ー

第26図 13号住居跡・出土遺物

21号住居跡 (第 27図 、第21表、図版 9)

位置 。概要 調査区の東側D・ E-13・ 14グ リッドに位置する。本住居跡は12号住居跡の東半部を切つている。
この周辺のとくに北部は■・12・ 15,17～ 20・ 22号の 8軒の住居跡が複雑に重複し合つて密に

分布している。

形状・規模 本住居跡周辺では複数の遺構の重複などもあり、明確な平面形態は捉えにくかった。
カ マ ド 確認されなかった。
主 な施 設 確認されなかった。
遺   物  1は甕、 2。 3は土師質の小皿、 4は土師質の杯、 5は脚高高台杯、 6は小婉、 7は羽金で、各器

種がまとまって出上している。
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e.時期不明のもの
14号住居跡 (第28図、第14表、図版 4・ 9)

位置・概要 調査区の東端A・ B-17グ リッドに位置する。本住居跡の半分以上は調査区外となっている。
形状・規模 確認可能な部分は東西約2.4m、 南北約3.4mで、おそらく方形を呈するものであろう。掘 り込みは

やや深く壁高は約35cmを 測 り、壁は緩やかに立ちあがる。

カ マ ド 確認されなかった。
主 な施 設 確認されなかった。
遺   物 欠損した土製の匙 1が調査区の壁に近い北東部の覆土中から 1点出上している。その他、北西部西

壁にほぼ平行するように2本の大型の炭化材が覆土中から出土している。

―
―
ｌ
　

ｔ

1茶 IB色 五 粘性弱。しまり中。全体に白色粒子を多く台む。西側上層に焼土塊を含と。
2木の炭化材。

第28図

第 1表  1号住居跡出土遺物
ー14号住居跡 。出土遺物

第 1・ 2表 住居跡出土遺物観察表 1

--26-―

ー
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― ―
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器 種 器 形 計 測 値 胎  土 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 挿図 図版

1
質

器

師土

土
/1ヽ皿

高

径

径

器

口

底

2.6cm

9,Ocm

5.Ocm

金雲母を多く含む。 暗茶色 良好
回辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。ロ

クロ右回転。
9

土師器 皿

高

径

径

器

口

底

2,95cm

12.6cm

3 1cm

キメ細かく緻密。 淡茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。外面底部ヘラ調

整。ロクロ左回転。
9

土師器 杯

高

径

径

器

口

底

5.7cm

13.5cm

4.4cm

赤色粒子を含む。 淡茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。外面底部ヘラ訓

整 。

9

器  種
計測値 (cln)

石 質 備 考 す薫図 図版
長軸 短軸 厚 さ

石鏃 片岩 尖頭器形。

第 2表  2号住居跡出土遺物
No 器 種 器 形 計 測 値 胎   土 色 調 焼  成 器 形 の 特 徴 挿図 図版

1
土師質

土 器
杯

器高  4.05cm

口径  12 9cm

)真 4垂   6.4cm

金雲母を多く含む。 茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。ロ

クロ右回転。

2
質

器

師土

土
杯

高

径

径

器

口

底

4.3cm

13.3cm

5.8cm

キメ細かく、金雲母

を多く含む。
淡黒茶色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。ロ

クロ右回転。

3
土師質

土 器
不

４

３
．　
６
．

高

径

径

器

口

底

キメ細かく、金雲母

を多く含む。

内面
暗茶褐色
外面
黒茶色

良好
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切後、ヘ

ラ調整。ロクロ右回転。

4
土師質

土 器
大型郭

帥
　
帥
　
Ｃｍ

高

径

径

器

口

底

金雲母を多く含む。暗茶褐色 良

体部下方に直径17mnの 円子しが 3口。外

面底部と体部にスス痕有 り。底部糸切

痕。ロクロ右回転。

9



第 3表  3号住居跡出土遺物
blo 器  形 計 測 値 胎   土 伯  調 肝  戊 器 形 の 特 徴 挿 図 図版

1 土師器 小型甕
器
口
底

高   16.3cm
ぞ至   15,Ocm
径    6 0cm

長石、石英、赤色
粒子を含む。

茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。内面、体部横
方向のハケロ。底部木葉痕。

器  種
言下狽J4回 (cm

素材 備 考 挿図 図版
短 軸長軸 ,軍 さ

2 鵠 徹 鉄

第 4表  4号住居跡出土遺物
No 器  形 計 測 値 胎   土 色  調 嫌  成 器 形 の 特 徴 挿 図 図版

l 土師器 杯
古
画
夕
任口

定
器
推

4.Ocm
ll.Ocm

キメ細かく緻密。 暗茶色 良 内面、外面横方向のヘラ磨き。 6 7

土師器 邦
器  高
推定口径

4.2cm
12 0cm

キメ細かく緻密。

内面
黒色

外面
淡茶色

良 口辺部横ナデ仕上げ。内黒土器。 6 7

土師器 不

器
口
底

高  3.6cln
径  13,9cnl
宅と    5,7cm

キメ粗い。長石、
石英を含む。

茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。内面底部朱付
着。

6 7

土師器 ネ
器

口
局   4.15cm
ぞ乙   14 4cm

色赤穣
釣

ヽ

え

て

石
子
長
粒

茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上。内面に横方向の
ヘラ磨 き。内面、外面に朱が施され
ている。

6 7

土師器 小型甕
現存器高
口  径

11.5cln

12.2cm
キメ粗い。長石、
石英を含む。

暗茶褐色 良

外面胴部に縦方向のハケロ。内面口
辺部から頚部にかけて横方向のハケ
目ω

6 7

土師器 小型甕
高
径
径
口ん疋

器
推
底

13.9cm
13.Ocm
5 8cm

キメやや粗い。長
石を多く含む。

茶褐色 やや良
口辺部横ナデ仕上。外面底部及び胴
部下半ヘラ削り。

6 7

7 土師器 小型甕
器
口
底

高  14 2cm
径  12.5cm
径  4.6cm

長石、石英、金雲
母を多く含む。

茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上。外面胴部上半は
縦方向のハケロ。胴部下半は斜め方
向のハケロ。内面胴上半横方向の櫛
目。内面底部指頭によるナデ整形。
外面底部ヘラ削り。

6 7

8 土師器 長胴甕
現存器高  9,Ocm
口  径  16.Ocm

長石、石英を多く
含む。

茶褐色 良
外面縦方向のハケロ。内面横方向の
ハケロ∩

6 7

9 土師器 長胴甕
現存器高  14 7cm
口  径   7 4cm

長石、石英を多く
含む①

茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上。外面胴部縦方向
のハケロ∩内面胴部横方向のハケロ。

6 7

土師器 長胴甕
現存器高  26.Ocm
口  径  17 05cm

石英、赤色粒子を
含む。

暗茶褐色 良
外面胴部縦方向のハケロ。内面胴部
下半横方向のハケロ。底部木葉痕。

6 7

土師器 長胴甕
器高口径
底  径

長石、石英、赤色
粒子を含む。

暗茶褐色 良

内面積ナデ仕上げ。外面に縦方向の
ハケロ。内面に横方向のハケロ。底
部木葉痕。

7

器  種
測 値 (cm

素材 備 考 挿図 図版
長 軸 短 軸 厚 さ

凹石 5_65
~4山
岩 7

第 5表  5号住居跡出土遺物
Nll 器 穂 器  形 計  測  4直 胎   土 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 図版

1 土師器 不

器
口
底

局    4 3cm
径  12.Ocm
径   5.lcn4

キメ細かく緻密。
赤色粒子を含む。

明茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面体部放射
状暗文。外面底部及び下半部ヘラ整
形。

土師器 皿

器
口
底

局   2.85cm
径  12,9cm
た猛    5.Ocm

長石、赤色粒子を
含む。

暗茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。内面体部に幅
4mmの段が一周する。

第 6表  6号住居跡出土遺物
No 器  種 器  形 こ十  了貝‖  布宣 J台    土 亀  訓 焼  成 器 形 の 特 徴

l
質
器

下土
土 不

器
口
底

局    4.2cm
径  14.6cm
径  6.3cm

キメ細い。金雲母
を多く含む。

暗茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。
ロクロ右回転。

第 7表  7号住居跡出土遺物
No 器  形 計 測 値 胎   土 色  調 博  成 器 形 の 特 徴 挿 図 図版

1 土師器 邦
器高推定  3.2cm
口径推定  14 4cm 赤

色粒子を含む。 暗茶褐色 良
外面口辺部横ナデ仕上げ。外面、内
面体部横方向のヘラ磨き。

7

土師器 小型甕
現存器高  13.8cm
口  径  14.5帥

長石。赤色粒子、
雲母を含む。

暗茶褐色 良
口辺部横ナデ。外面胴部縦方向のハ

ケロ。内面胴部横方向のハケロ。
7

土師器 長胴甕
器
口
底

高  29.8帥
径  18.6cnl
径  7.3c14

キメ粗い。長石、
石英を含む。

茶褐色 良
外面胴部縦方向のハケロ。内面胴部
横方向のハケロ。

7

第 3～ 7表 住居跡出土遺物観察表 2
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第 8表  8号住居跡出土遺物
No 器  種 器  形 計 測 値 胎   土 色  調 帰  成 器 形 の 特 徴 挿 岡

l 須恵器 杯

器
口
底

高  4.lcm
4ζ   ll.7cm
径  5。7cm

キメ細い。長石含
む。

淡灰色 良
口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。
ロクロ左回転。

2 須恵器 杯

器
回
底

局    4.Ocm
径   12.4cm
径    6.6cm

キメ細かく緻密。 淡灰色 良好
口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。
ロクロ右回転。

3 須恵器 不

器
回
底

高  4.6cm
径  12.8cln
径  5。9cm

キメ細い。長石含
む。

淡灰色 良 口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。

4 須恵器 杯

器
回
底

高  4.2cm
径  13.lcln
径  7.2cm

キメ細かく緻密。 明灰色 良好
口辺部横ナデ仕上げ 底部糸切痕。
ロクロ右回転。

5 須恵器 杯
Ｃｍ
ｃｍ
帥

高
径
径

器
口
底

定
定
定

推
推
推

キメ細い。長石含
む。

淡灰色 良 口辺部横ナデ仕上げ

6 須恵器 杯

伽

ｃｍ

Ｃｍ

高
径
径
口本疋

器
推
底

長石を多く含む。 淡灰色 良 口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。

7 須恵器 不

器  高  4.1側
推定口径  13.8cm
底  径  6.2cm

長石を含む。 淡灰色 良 口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。

8 須恵器 蓋 現存器高  2.2cln キメ細かく緻密。 明灰色 良好

直径24剛 の撮を持つ。撮から甲部に
かけて自然釉付着。外面甲部に二条
の平行沈線が一周する。

9 須恵器 大甕 現 存 長  22.4cul キメ細かく緻密。 明灰色 良好
外面叩目。外面及び内面に自然釉付
着。外面に幅9.5cmの付着物有り。

第 9表  9号住居跡出土遺物
No 器  形 言十  ユ貫‖  布盲 胎   土 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 図版

1 上師質土基 小皿
帥
ｍ
硼

高
径
径

器
日
底

キメ細い。金雲母
を多く含む。

暗茶色 良

外面及び内面体部に灯明スス付着。
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。
ロクロ右回転。

2 上師質土基 小皿
ｍ
伽
帥

高
径
径

器
口
底

金雲母を多 く含
む。

茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。
ロクロ右回転。

3 と師質土器 小皿

器
日
底

高  2.35cln
径  8.7cm
径  4.lcln

キメ細い。金雲母
を多く含む。

暗茶色 良

内面体部に灯明スス付着。口辺部横
ナデ仕上げ。底部糸切痕。ロクロ右
回転。

4 上師質土碁 小皿

器
口
底

高  2.55cln
径  8,8cm
径  4.3cm

金雲母を多 く含
む。

茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ 底部糸切痕。
ロクロ右回転。

5 上師質土碁 小 皿
伽
卿
Ｃｍ

高
径
径

器
回
底

金雲母を多 く含
む。 茶褐色 良 口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。

6 上師質土碁 小皿
ｃｍ
Ｃｍ
ｍ

高
径
径

器
口
底

キメ細い。金雲母
を多く含む。

茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。
ロクロ右回転。

7 上師質土碁 小皿

高
径
径

器
口
底

2.7cm
9。2c皿

4.3cm

キメ細い。金雲母
を多く含む。

茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。
ロクロ左回転。

8 上師質土基 /」 皿ヽ
高
径
径

器
口
底

2.3cm
9.4cm
4.8cm

キメ細い。金雲母
を多く含む。

暗茶色 良
口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。
ロクロ右回転。

9 上師質土碁 小 皿

器
口
底

高  2.65cln
径  9.45cm
径  4.7cln

キメ細い。金雲母
を多く含む。

茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。
ロクロ右回転。

上師質土碁 小皿
帥
帥
帥

高
径
径

器
口
底

キメ細い。金雲母
を多く含む。

明茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ 底部糸切痕。
ロクロ右回転。

上師質土君 小皿

高
径
径

器
口
底

2.4cm

9.5cm
4.3cm

キメ細い。金雲母
を多く含む。

暗茶色 良

内面口辺部に灯明スス付着。口辺部
横ナデ仕上げ。底部糸切痕。ロクロ
右回転。

9

上師質土君 杯
ｃｍ
ｍ
帥

高
径
径
回定

器
推
底

キメ細い。金雲母
を多く含む。

暗茶色 良
口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。
ロクロ右回転。

9

上師質土君 郭

器  高
推定口径
推定底径

伽

ｍ

ｍ

金雲母を多 く合
む。 茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ.底部糸切痕。
ロクロ右回転。

9

上師質土号
脚高高
台小皿

ｍ
帥
帥

高
径
径

器
口
底

キメ細い。金雲母
を多く含む。

茶褐色 良
口辺部及び裾部横ナデ仕上げ。ロク
ロ右回転。

第 3・ 9表 住居跡出土遺物観察表 3
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No 器  種 器  形 計 測 値 胎   土 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 挿 図 図版

質

器
師土
土

脚高高
台小皿

現存器高
口  径

2.5cm
9。9cm
キメ細い。金雲母
を多く含む。

明茶褐色 良 口辺部横ナデ仕上げ。ロクロ右回転。 9

質
器
師土
土

脚高高
台小皿

器
口
底

高  3.6cln
径  10.4cm
径  6.6cln

金雲母を多 く含
む。

茶褐色 良

内面口辺部に灯明スス付着。口辺部
及び裾部横ナデ仕上げ。ロクロ右回
転。

土師質
土 器

高
杯
一島画Ｗ
ム
ロ

器
口
底

局    5.Ocm
径  16.2cln
径  8.5cm

金雲母 を多 く含
む。

黒茶色 良
口辺部及び裾部横ナデ仕上げ。ロク
ロ右回転。

No 器  種
計測値 (cm)

素材 備 考 挿図 図版
長軸 短 軸 厚 さ

打製石斧 粘板岩

第10表  10号住居跡出土遺物
h 器  形 計 潰1 値 胎   土 角  訓 焼  成 器 形 の 特 徴

l 土師器 台付甕
現存器高  18.2cm
口  径  18.6cm 長石、石英を含む 暗茶褐色 良

口辺部にヘラ状工具による刻みを有
す。外面頚部縦方向のハケロ。外面
胴部斜め方向のハケロ。

4

2 土師器 甕

現存器高  13.2cm
口  径  15.6cm
胴最大径  19.5cm

キメ細い。赤色粒
子を含む。

茶褐色 良好

内面横方向のヘラ磨き。外面口辺部
横方向の櫛描き波状文。外面胴部斜
めの櫛描き波状文と斜めのハケロ。

4

3 土師器 高杯
現存器高  7.8cm
口  径  18.2cm 長石、石英を含む 赤茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ.外面及び内面
体部横方向のヘラ磨き。

4 7

4 土師器 小型壼
現存器高
胴最大径
底  径

Ｃｍ

ｍ

ｍ

キメ細かく緻密。 淡茶褐色 良 外面胴部横方向のヘラ磨き。 4 7

第11表  11号住居跡出土遺物
No 器  種 器  形 計 測 値 胎   土 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 挿 図 図版

ユ 土師器 小型甕
器
口
底

高  11.lcal
径  10.lcm
径  6.3cm

長石、赤色粒子を
含む。

暗茶色 良
外面胴部縦方向のハケロ。底部木葉
痕。

8 7

土師器 高郭
現存器高
底  径

6.3cm

ll.9cm

キメ細い。赤色粒
子を含む。

暗茶褐色 良好

外面脚部縦方向のヘラ削り後、横方
向のヘラ磨き。内面脚部縦方向のヘ

ラ削り。裾部横ナデ仕上げ。
8 7

土師器 高芥 書雇接雇 il::謙 キメ細かく緻密。 淡茶色 良好

口辺部横ナデ仕上げ 外面脚部縦方
向のヘラ削り後、横方向のヘラ磨き。
外面裾部横ナデ後。ヘラ削り整形。
内面杯底部ヘラ整形後、横方向のヘ

ラ磨き。

7

No 器  種
計測値 (clo

素材 備 考 挿図 図版
長 軸 短軸 )早 さ

石 匙 黒曜石

第12表  12号住居跡出土遺物
No 器  形 計 測 値 胎   十 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 図版

1 土師器 不

器   高   4.95cm
推定回径  12.Ocm
底  径  2.5cln

キメ細い。長石、
雲母を含む

在
荏
茶
茶
黒
淡
面
面

■

勺 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面底部から
体部に放射状のヘラ整形痕。外面底
部ヘラ調整。

7

2 土師器 娩

推定器高  4.95cln
口  径  9.5cm
底  径  2.5cm

キメ細い。長石、
雲母を含む

小面黒茶絶
勺面淡茶佳

良

口辺部横ナデ仕上げ 内面底部から
体部に放射状のヘラ整形痕。外面底
部ヘラ調整。

7

3 須恵器 蓋 口  径  10.4cln キメ粗
い。長石を

含む6
淡灰色 良 ロクロ整形、口辺部横ナデ。

第13表  13号住居跡出土遺物
No 器  形 計 測 値 胎   土 負  調 焼  成 器 形 の 特 徴 図版

1
質
器
師土
土

小皿
帥
伽
硼

径
径
口一局器

底
キメ細い。金雲母
を多く含む。

明茶褐色 良好 口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。

2
質
器
師土
土

高
郭
高脚
台

器高口径
底  径

4.lcm

10.3cm

5.5cm

。
金
む
。

密
含
緻
く
く
多
細
を
メ
母
キ
雲

内面黒色
外面
暗茶褐色

良好

内面全体を横方向のヘラ磨き。外面
口辺部にヘラで押 し上げた痕跡が
3ケ所。口辺部に灯明スス付着。内黒
土器。

9

第14表  14号住居跡出土遺物
No 器  種 器  形 計 測 値 胎   土 色  調 好  成 器 形 の 特 徴 挿 図

l 土製品 匙

長
短
厚

軸  6.6cm
軸  3.2cm
さ  0.75cm

キメ細い。長石、
金雲母を含む。

黒茶色 良 内外面ともにヘラ磨き仕上げ。 9

第 9・ 14表 住居跡出土遺物観察表 4
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第15表  15号住居跡出土遺物
器  禰 器  形 言十  ラロ‖  布盲 胎   土 色  調 嫌  成 器 形 の 特 徴

1 土師器 不
器

口
高    4.3cm
径  11.8c14

キメ細い。長石、
石英を含む

外面
黒茶色
内面
淡茶色

良

口辺部横ナデ仕上げ 内面体部横方
向のヘラ磨き。外面体部横方向のヘ

ラ磨き。外面底部ヘラ削 り。
7

2 土師器 甕 底  径  7.8cm 長石、石英、赤色
粒子 を含むの

暗茶褐色 良
内面胴部横方向のハケロ。内面底部
に指頭圧痕有 り 底部木葉痕ω 7

第16表  16号住居跡出土遺物
器  揮 器  形 巨十 ,貝‖ 布盲 胎   土 C生  ヨ] 母  成 器 形 の 特 徴 ご市凶

1 須恵器 杯

器
口
底

局   4.15cm
径  14.2cm
径  8.lcm

長石を含む。 淡灰茶色 良
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。
ロクロ左回転。

9

2 須恵器 霊
器  高  6.lcm
剤子零」日同牟子   1/L Arrn キメ細かく緻密。 明灰色 良好

外面胴部上半に二条の平行沈線を持
つ。内外面胴部横ナデ仕上げ。

9

3 土師器 甕

器

口
底

島   26.4cm
4垂   33 4cm
径    9,4cm

長石、石英を含む 茶褐色 良好

外面胴部縦方向のハケロ。回辺部横
ナデ仕上げ。内面胴部横ナデ、底部
に指頭圧痕ω

9

第17表  17号住居跡出土遺物
器  種 器  形 計 測 値 月台   土 行  調 鮮  成 器 形 の 特 徴

1 土師器 lTh
器

口
島    4.8cm
ぞ≧   12.Ocm

キメ細 い。赤色粒
子歩合 す。 黒茶色 良

内面、外面岱部横方向のヘラ磨き。
外面底部は雑なヘラ磨きハ

7

2 土師器 杯
島   5.05cn
窄冷   14^4cm

器

回
キメ細かく緻密。 黒褐色 良好

内面、外面体部横方向のヘラ磨 き。
外面底部から体部にかけてヘラ削り

7

3 土師器 鉢

局    8.5cm
花登   12 0cm
径    4 0cm

器

口
底

キメ細かい。長石
雲母を含む。

淡茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。外面の一部に
斜めのハケロ。外面底部から体部に
かけヘラ削 り。

7

4 土師器 長胴甕
現存器高  19.Ocm
口  径  19,Om

キメ細かい。長石
石英を含むω

明褐色 良好
回辺部横ナデ仕上。内面胴部横方向
のハケロ。外面胴部縦方向のハケロω

5 土師器 長胴甕
塊存器高  16.Ocnl
口  径  16,7cm

キメ綱 かい。長石
未魯締子 非合す。̂ 明茶褐色 良好

口辺部横 ナデ仕上。内面胴部横方向
のハケロ∩外面胴部縦方向のハケ日ぃ

7

第18表  18号住居跡出土遺物
器  種 器  形 計 測 値 月台   土 ●  詞 嫌  成 器 形 の 特 徴

1 土師器 杯
器

口
高  4.lcm
ぞ乙   12 7cm

キメ細かく緻密。
未 れ 汁 子 痺合 す。̂ 明茶掲色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。内外面体部横
方向のヘラ磨 きゐ外面底部ヘラ調整ハ

2 土師器 杯

器
口
底

局   4.15cm
径  11.3伽
径  7.Ocm

キメ細かい。赤色
粒子を含む。

内面
暗茶色
外面
淡茶i

良
口辺部横ナデ仕上げ。内面体部ヘラ
磨き。外面底部ヘラ削り。

3 土師器 鉢
ｍ
　
ｍ
　
ｍ

高
径
径

器
口
底

キメ細かく緻密。 黒茶色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内外面体部横
方向のヘラ磨き。

4 須恵器 ネ

器
口
底

罰

竪

垂

3 7cm
9.5cm
4.9cm
キメ細かく緻密。 青灰色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。内面体部横方
向のナデ。外面底部から体部にヘラ
肖Jり 。クト面底都に線亥‖ハ

5 土師器 高郭

器

口
底

局    6.4cm
径  10.2cm
ぞ≧    8.3cm

キメ細かく緻密。 暗茶色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。内外面杯部及
び脚部横方向のヘラ磨き。イと脚部
の接合部は縦方向のヘラ削り率形∩

6 土師器 高郭

器

口
底

島  11.Ocm
径   13 8cm
径  127m

キメ細かく緻密。 黒茶色 良好

口辺部及び裾部横ナデ仕上げ。内外
面不部横方向のヘラ磨き。脚部内外
面縦方向のヘラ削り後、横方向のヘ
ラ磨き。

8

7 土師器 甑

器

口
底

罰

垂

季

8.Ocm
14.5cm
4_8cm
キメ細かく緻密。 黒茶色 良

底部中心に直径23amの円孔。内面胴
部横方向のハケロ。外面胴部斜方向
のハケロ。

8

8 土師器 甑

器
口
底

局   10.4cm
径  19.3cm
径  8 6cn4

キメ細かい。長石
石英を含む。

明茶褐色 良

底部中心に直径27mmの円孔。内面胴
部横方向のハケロ。外面胴下半部横
方向のハケロ6

8

9 土製品 紡錘車
長

短
軸  4.25cm
軸  2 45cm

キメ細かく緻密。 淡茶色 良好
中心に直径0 6cmの 円孔を有す。孔を
有す面はヘラ整形されている。

8

土師器 小型甕
器
口
底

高  ■ .9cnl
径  12.6cm
径   8.lcm

長石、石英、赤色
粒子を含む。

茶褐色 良
回辺部横ナデ仕上げ。外面胴部横方
向のハケロ。底部木葉痕。

8

土師器 長胴奏
器
口
底

局   25.8cm
4垂   17.8cm
ぞそ    6 3cm

長石、石英を含む 暗茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。外面胴部縦方
向のハケロ。外面胴部上半横方向の
ハケロ。

8

土師器 甕
現存器高  6 2cm
□    牟啓   24_7(im 長石、石英を含む 暗茶褐色 負 口辺部横ナデ仕上げ。 8

土師器 霊
現存器高  9,35cm
底  径  6.5cm 長石、石英を含む 淡茶褐色 良 内面胴部に横方向のハケロ。 8

土師器 球月同奏
器
口
底

局   25,4cm
径  21.7帥
径  9 5cm

長石、石英を含む 淡茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面胴部横方
向のハケロ。外面胴部斜方向のハケ
目。底部木葉痕。

8

土師器 球胴甕
塊存器高  17 9cm
推定 回径   18.8cm 長石、石英を含む( 明茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。外面頚部斜方
向のハケロ。

住居跡出土遺物観察表 5
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No 器  種
計測値 (cm

素材 備 考 挿図 図版
長軸 短 軸

'享

さ

刀子 (75) L7 鉄

第19表  19号住居跡出土遺物
No 器  種 器  形 計 測 値 胎   土 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 挿図 図版

1 須恵器 不

器
回
底

高  4.lcm
径  15.3cm
径  9.Ocm

長石、石英を多く
含む。

暗灰色 良好
口辺部横ナデ仕上げ 内外面底部ナ
デ仕上げ。

9

土師器 甕
現存器高  150帥
口  径  15 4cm

長石、石英を多く
含む。

明茶褐色 良

内面口辺部横方向の櫛目。
横方向のヘラナデ仕上げ。
縦方向の櫛目。

部
部

面
面
内
外 9

第20表 20号住居跡出土遺物
器  種 器 形 計 測 値 胎   土 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 挿 図 図版

1 土師器 杯

器
口
底

局   3.75cm
径   12.45cm
径    4.5cm

キメ細い。赤色粒
子を含む

暗茶色 良
口辺部横ナデ仕上げ。外面胴都縦方
向のヘラ磨き。

2 土師器 鉢

器
口
底

局   10.Ocln
径  13.7cm
イ垂   2 2cm

長石、石英を含む 茶褐色 良 口辺部横ナデ仕上げ。

3 土師器 把手付甕
器
口
底

高  11.Ocm
ぞ≧   10.9cm
径  5.8cm

赤色粒子を含む 暗茶褐色 良
口辺部及び内面胴部横ナデ仕上げ。
外面胴部上半斜方向のハケロ。

4 土師器 卜型甕
器
口
底

局   14.2cm
径  16 6cm
径    7.3cm

長石を多く含む。 淡茶褐色 良
内面口辺部横方向のハケロ。外面胴
部縦方向のハケロ。底部木葉痕。

5 土師器 小型甕

器

口
底

高   18.3cm
径   16.5cm
径  8.lcm

長石、石英を含む( 明茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面胴部横方
向のハケロ。外面胴部上半縦方向の
ハケロ。底部木葉痕。

8

6 土師器 長胴奏
器
口
底

局   24.6cm
径   17 8cm
径  7.■ m

長石を多く含む。 暗茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面胴部横方
向のハケロ。外面胴部斜方向のハケ
目。底部木葉痕。

8

土師器 長胴甕
器
口
底

局   34.3cm
径  21.4cm
径  6.lcm

長石を多く含む。 暗茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上。内面胴部横方向
のハケロ。外面胴部縦方向のハケロ。
底部木葉痕。

8

第21表 21号住居跡出土遺物
No 器  種 器  形 計 測 値 胎   土 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 挿 図 図版

1
質
器

市土
土

小型甕
現存器高  12.3m
口  径  16 0cm

長石、金雲母を含
む。

暗茶褐色 良

内面回辺部横方向のハケロ。外面胴
部縦方向のハケロに一部横方向のハ
ケロが入る。

9

質
器
師土
土 小皿

器
口
底

島   2.95cm
4垂    9,7cm
径  5.8cm

金雲母を多く含
む。

黒茶色 良
口辺部横ナデ仕上げ。内面底部に炭
化物付着。底部糸切痕。

9

3
質
器

下土
土 小型杯

高
径
径

器
口
底

3.2cm
9,lcm
4 7cln

キメ細かい。金雲
母を多く含む。

明茶褐色 良好
口辺部に灯明スス付着。底部糸切痕。
ロクロ右回転。

9

4
質
器

市土
土 郭

器
口
底

局    4.7cm
径  14.8cln
径    6.6cm

キメ細かい。金雲
母を多く含む。

茶褐色 良好 口辺部横ナデ仕上げ 底部糸切痕。 9

5
質
器

雨土
土

高
杯
一局脚
台

器

口
底

局   5.2cm
径  17.2cm
径  7 5cln

キメ細かい。金雲
母を多く含む。

暗茶色 良

高台と杯の接合部に横方向のヘラ整
形。外面底部に4.5× 3.5cmの補強用粘
土を貼付。ロクロ右回転。

9

6
質
器
市土
土

小娩

高
径
径

器
口
底

3.9cm
5.4cm
3.9cm 鶴籍メ細ヵ、穀
ｏ

キ
金
む

黒茶色 良好 内面口辺部横ナデ、底部糸切痕。 9

7 土師器 可]畜き
現存器高 16 75cm
口  径  28.8cm

石英、長石、金雲
母を含む。

黒茶褐色 良

内面の口辺部から胴部に横方向のナ
デ仕上げ。外面胴部縦方向のヘラ磨
き。

9

第22表 22号住居跡出土遺物
No 器  種 器  形 計 測 値 胎   土 色 調 焼 成 器 形 の 特 徴 挿図 図版

1 土師器 長胴甕

器
口
底

高  31.lcna
イ垂  20.4cm
径    7.5cm

長石、石英を含む 茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。内面胴部横方
向のヘラナデ。底部木葉痕。

2 土師器 長胴甕

器
口
底

高  31 8cm
径  18,9cm
径  5.8帥

長石、石英、赤色
粒子を含む。

茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面胴部横方
向のハケロ。外面胴部縦方向のハケ
目。底部木葉痕。

第 18～ 22表 住居跡出土遺物観察表 6
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2.掘立柱建物跡 (第29図、第23表、図版 5-1)
本遺構は、 C・ D-1・ 2グ リッドに位置する。 2号溝状遺構と重複 し、北東部に 6号住居跡が隣接 してい
る。

計 9本の柱穴が確認され、規模約3.4× 3.8m、 面積約13♂で南北を主軸とみるとほぼ真北を示している。 1間

が約1.5～ 2.lmを 測り、 2間 ×2間の総柱の掘立柱建物跡である。なお、各柱の大きさについては第23表に示し

た。

9本の柱穴の覆土はそれぞれ 2層 に分かれ、上層は茶褐色土、下層には暗茶褐色土が堆積 しているが、とく

に柱痕等は認められなかった。遺物は出上しなかった。

③
Ｐ・６
０

Ч

i                     l

D~◎

P-1

◎
Ｐ．
の
子
＞

い

‐

　

①

Ｐ

第29図 掘立桂建物跡

2読麒 監 魏 な眺 しまり弱。全体に砂粒、石英、長石
を含帆

ー

一一 ゴ

界23表 掘建桂建物跡

h
大 きさ (cm)

備  考
長 径 短 径 深 さ

P-1 70 62 34

P-2 63 63 39

P-3 71 61 30

P-4 64 54 27

P-5 80 つ
０
盗
υ 33

No
大きさ (cm)

備 考
長 径 短 径 深  さ

P-6 67 56 26

P-7 92 59 30

P-8 78 73 48

P-9 79 65 40
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3.上坑 (第 30～ 32図、第24～26表、図版 5。 6・ 10)

計13基の土坑が発見された。中には、 9。 12号土坑のように遺物が豊富に出土 しているものがある。 9号土

坑では土師質土器が中心で柱状高台の小皿、小皿、杯等がみられ、12号土坑からは台付奏や壷、甕などが出土

している。

1黒褐色五 粘性な晩 しまり中。砂粒、自色粒子及
び5H In前後の黒色粒子を含魂
2黄茶色二 粘性なレ しまり弱。砂粒、10Hlll前後
の換を含帆

1茶褐色士。消桂弱。しまり強。砂粒、白色粒子を含五

Ａ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆

V   a 4号 土坑

l RIB色七 お性弱。しまりⅢ。まばら1こ白色粒子,
黄色粒子真を含転
2暗茶褐色士。粘性なヒ しまり調。全体に2mm前
後の長石、砂粒を含転

マ    7号 土坑
1茶褐色上。粘性弱。しまり聰 砂れ、小石、少量の白色粒子を含む。

1薩茶褐色と。熟性強。しまり強。全体に雲母、少■つ長石を含視
2産茶褐色■_雅性強。しまり強。炭化物を含�

く 了

~~~|

A一

①

一
A′

ЪI

k‐聖 5  _r
マ

ALピ
8α Oと  _〆

―

|

12号土坑

と曇電色垂逮桂雛ま

'監

宮色経軍与亀き長石を含む。

第30図  1～ 13号土坑

―-33-―

h3号
土坑

ユ黄褐0上 粘性な砿 しまり弱。全体にSrnm後の小礫、自
色粒子を含む。
2明灰茶色五 粘L/F愧 しまりな晩 全体に砂粒を多く含む。

汁  下
亀号勤

1黒福色上 粘性魂 しまり強。全体に0雲Hを多く含む。白色
粒子を少
=含
む。

2茶協色上 粘性強。しまり魂 5～30mmの藤を多く合i

10号土坑

1茶褐色上 粘性な嗚 しまり弱。全体に縁砂粒を多く含む。

マ  13号土坑

1明褐色工 粘性弱。しまり強。全体に焼■真を含転
2茶欄色二 粘性弱。しまり碗 全体にlln d前後の小礫
を含む。
3黒褐色二 粘性弱。しまり強。全体に白色粒子を含tF。

0       1m
中

坑土号

に

ぅ

／
千

２

5号上坑

四

‐

∩

〕

‐

ｈ

＼

一

く

‐

‐

♭

ｒ

一

く

⊃
／

9号土坑

j喬果急瑯 哉E甥爺埜縦捌酸納縄 。

■暗茶褐色士。粘性中。しまり弱。全体に砂粒を含む。

ζ簸色圭雑疑し重4畿全体に穣.顔子を含む。



第31図  9号土坑出土遺物

第32図 12号土坑出土遺物
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第24表 土坑一覧

No ドグ リ ツ 形  状
規 模 (cm)

備 考 図版No
長径 短径 深 さ

1号 D-2 円 形 80 75 40 5

2号 D-2 円 形 55 55 20 5

3号 D-2 円 形 115 110 15 5

口〒 D-15 楕円形 80 60 30 5

5号 H-1 円 形 90 80 15 5

6号 A-6 楕円形 135 110 Ｏ
υ 5

7号 C-2 円 形 70 70 20

8号 G-7 円  形 70 70 35

9号 Al-16 不整形 180 160 35 柱状高台小皿、土師器皿、郭など出土 5

10手許 E-15 楕円形 60 60 45 5

111許 C-15 不整形 170 135 30 11号住居跡と重複 5

12手許 H-0 不整形 145 80 40 台付甕、三、奏など出土 6

131計 B-15 楕円形 90 80 50 6

第25表  9号土坑出土遺物
器 種 器  形 計 測 値 胎   土 色 調 焼  成 器 形 の 特 徴 子薫図 図版

1 上師質土器
一局
皿

太柱
台

Ｃｍ
帥
帥

高
径
径

器
口
底

金雲母を多く合
む。

黒茶色 良
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。
ロクロ右回転。

L師質土恭 小 皿
ｃｍ
ｃｍ
側

高
径
径

器
口
底

金雲母を多く含
む。

暗茶色 良
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。
ロクロ右回転。

3 上師質土審 卜皿
帥
帥
Ｃｍ

高
径
径

器
口
底

金雲母を多 く含
む。

暗茶色 良
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。
ロクロ右回転。

上師質土審 杯

定
径
径

推一角器
口
底

4.8cm
14 4cln

6.9cm

金雲母を多く含
む。

茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。
ロクロ右回転。

上師質土器 杯

器
口
底

局    4.4cm
径  15.6cm
ぞ登    6.4cm

金雲母を多く含
む。

茶褐色 良

内面口辺部灯明スス付着。
ナデ仕上げ。底部糸切痕。
回転。

横
右
部

ロ
辺
ク
ロ
ロ

第26表  12号土坑出土遺物

No 器 種 器  形 計 測 値 胎   土 色  調 焼 成 器 形 の 特 徴 1斎図 図版

1 土師器
S字状口縁
台付甕

器  高  24.5cm
口  径  18 4cn4 長石、石英を含む 暗茶褐色 良

外面頚部横方向のハケロ。外面胴部
は不規則なハケロ。外面胴下半部か
ら脚台部は縦方向のハケロ。内面口
辺部横方向のハケロ。

2 土師器 堕
現存器高  12.6cm
口  径  10,8cm 石英を含む。 淡茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。外面頚部縦方
向のハケロ。内外面胴部横方向のハ

ケロ。

3 土師器 卜型壷

高
径
径

器
胴
存
大
現
最
底

11.6cm

13.5cm

2.6cm

キメ細かく緻密。 明茶褐色 良好

外面胴部斜め方向のヘラ磨 き。外面
胴下半部から底部にかけて横方向の
ヘラ磨き。

4 土師器 小型甕
器
口
底

高  16 2cm
そ登   14.8cm
径  6.4cm

長石、石英を含む 黒茶色 良
外面胴部縦方向のヘラ磨き。内面胴
部横方向のヘラ磨き。

5 土師器 甕 推定回径  15.5cm 赤色粒子を含む。 暗茶褐色 良好

外面胴部縦方向のハケロに一部横方
向のハケロが入る。内面口辺部から
胴部に横方向のハケロ。

4.清状遺構 (第 33図 、第27～ 29表、図版 6)

計 6条の溝状遣構が発見された。調査区西側の旧河道跡の影響で 2・ 3号は壊されている。 4号は旧河道跡

で堆積 した砂利や石を取り除いたところ発見され、旧河道ができる以前にすでに構築されていたものであろう。
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一

A一 ― ―  A″

1号溝

A ―一              ― A
L= 289,8
A一 ― 〆

1明茶色土。粘性弱。しまり強。全体に2題ユ前後の小礫、金雲母を含む。
2灰茶色五 粘性なし。しまり弱。全体に5HIIxl前 後の小礫、白色粒子を含む。

L= 289.5
A ―

Ｏ

①
ヽ
洲
げ

ヽ

一
一―一 A´

5号溝
L= 289.1
A ―

1～ 6号溝状遺構 (平面 1/200、

一-36-―

」錬亀蒼拙 己蟹擬規毛鶴篤鍮岩質礫を含転

―  〆

L=289.5
A ―

6号溝

― 〆

】奮遷場鋸み譜嘴軍3Aン理
を含む。

断面1/30)・ 出土遺物 (1/2)第33図



第27表 溝状遺構一覧

No グリッド
規  模 (cm

備 考 図版No
長径 短径 深 さ

1号 A'-2 4.3 0,9 0。 16 6

2号
３

３

１

２
一　
一

Ｃ

Ｄ
14.6 ■7 0.13 6

3号 G・ H-1 6.6 ■5 0.33 6

4号

８

６

５

一

・

・

６

５

４

一　
一　
一

Ａ

Ｂ

Ｃ

19.5 2.26 0.59 6

5号

A'-6・ 7
A-5～ 7
B-4・ 5
C-4

16.7 ■0 0,18 6

6号 E F・ G-9 8.0 2.4 0。43 6

第28表  2号溝状遺構出土遺物
No 器 種 器 形 計 測 値 胎   土 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 挿図 図版

1 土師器 杯 キメ細かい。 明茶褐色 良 外面底部に墨書。

第29表  5号清状遺構出土遺物
No 器 種 器 形 計 測 値 胎   土 色 調 焼  成 器 形 の 特 徴 挿図 図版

1 土製品 丸玉 Ｃｍ
伽

１
．
ュ

軸
径大

長
最

長石、石英を含む( 黒茶色 良
玉のやや中心に直径0.3culの 円孔を
持つ。

5.ビ ット (第 34図 、第30表、図版 5。 10)

計25イ固のピツトが確認された。これらは、1号掘立柱建物跡のよう

不明である。遺物は25号 ピットから3点の杯が出土しており、しかも

|

1茶褐色五 粘桂弱。しまり弱。一部黄色砂粒裕 む。

第30表 25号ピット出土遺物

に規則的に並ぶようなものはなく、用途は

3点が重った状態となって出土した。

ー

中

m

第34図 25号 ピッ卜・出土遺物

No 器 種 器 形 計 測 値 胎   土 色 調 焼 成 器 形 の 特 徴 挿図 図版

1 土師器 杯
器

口
高  4.lcm
径  13.6cln

キメ細かく緻密。 暗茶色 良好
3枚重ねの上。口辺部横ナデ仕上げ。
内外面体部横方向のヘラ磨き。

土師器 杯
器

口
高    4.2cm
径  12.8cm

キメ細かく緻密。 茶褐色 良好
3枚重ねの中。口辺部横ナデ仕上げ。
内外面体部横方向のヘラ磨き。

土師器 不
器

口
高  7.3clll
径  15。9cm

キメ細かい。 明茶褐色 良好
3枚重ねの下。口辺部横ナデ仕上げ。
内外面体部横方向のヘラ磨き。
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第 3章 遺構外出土遺物
1.旧河道跡 (第 3・ 35～39図、第31～34表、図版 1・ 10)

調査区の北西部A-7・ 8、 B-5～ 8、 C-4～ 6、 D-3～ 5、 E-2～ 4、 F-1～ 3グ リッドに位
置し、概してその上層は拳大から人頭大にかけての大型の石で、下層は砂利混 じりの砂質土で構成されていた。

また、本河道跡は 2・ 3号溝状遣構を切つており、 4号溝状遺構は本1可道の下から確認されている。
この河道は古代の荒川の氾濫跡と考えられ、今回調査 した 3・ 4号住居跡は 2軒 ともその北西部に河道跡が

被った痕跡が確認されている。しかし、古墳時代の 4号住居跡の覆土内には石や砂利などの河道による影響は

みられないが、平安時代の 3号住居跡は覆土中から床面上にかけ砂利交 じりの上質が流れ込んでいた。このこ

とから、本河道跡は古墳時代の後期にはまだ形成されておらず、少なくとも平安時代以降において起こった氾

濫の痕跡であると考えられる。

遺物は、縄文時代から平安時代頃のものが河道跡の北から南にかけてのほぼ全面で出上しているが、中でも

平安時代相当のものが最も多 く出土する傾向にあった。代表的なものを第35～ 39図 に掲載した。

即
“

● 3 ド/● 32

法 ●12魂
o13

● 6

048

第35図 旧河道跡出土遺物分布図

―-38-―

● 9

●18019  ●40

●

２９

谷状の落込み



ワ  ツ

＼

ヒ _

ー

第36図 旧河道跡出土遺物 (1)
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2.谷状の落ち込み (第 3・ 40～43図、第35～ 37表、図版11)

調査区の中央南部、F-8。 9、 G-7～ 9、 H-7～ 9、 I-8。 9グ リッド周辺で確認された。調査を
おこなった西側では谷の立ち上がりとなる傾斜面が南北にわたって確認されているが、東側では不明である。

遺物は上層から平安時代を中心としたものが出上 し、下層から底面にかけて古墳時代後期のものがまとまっ

ている。

(1:200)  5m

第41図 谷状の落ち込み遺物分布図
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3.その他の遺構外遺物 (第44～52図 、第
38～ 41表、図版11～ 13)

調査区内の遺構外からは、縄文時代から

平安時代までに至る多 くの遺物が採取され

ている。そして、中でも今回の調査で遺構

が確認可能であった古墳時代～平安時代の

ものが主体である (第 43～ 50図 )。

古墳時代では、前期に相当する台付甕が

10号住居跡付近から出土 し、調査区北西部

のA-2と A'-2の ちょうど境となる付近
からは26～ 28の大中小の脚を欠いた高杯の

杯部がまとまっており、そのすぐ西隣から

は81の上鈴が出上 している。このほか、調

査区内から後期の遺物が数多くみられる。

平安時代 (9～ 11世紀)の遺物には皿・

杯・土師質土器・羽釜・陶磁器などが多く

出土している。さらに、円面硯の破片が 2

個体あり、旧河道跡近辺のA-7(60)と
F-1(61)グ リッドから出土している。

制
４４２５／名「 な
巖
鞠

第45図  遺構外遺物分布図
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第48図 遺構外出土違物 (3)
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第31表 旧河道跡出土遺物
No 器 種 器 形 計 測 値 胎   土 色 調 焼  成 器 形 の 特 徴 」請図 図版

1 土師器 郭

器

口
底

高  4.lcm
径  124帥
イ垂   4.2cm

キメ細かく緻密。 淡茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。外面体部下半
ヘラ削 り。外面底部ヘラナデ仕上げ。

2 土師器 郭

高
径
径
口
底
定
定

器
推
推

4.4cm
12.2cm

8,4cm
キメ細か く緻密。 淡茶褐色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。外面体部下半
横方向のヘラ削 り。外面底部ヘラ整
形。

3 土師器 不
ｃｍ
ｃｍ
帥

定
定
径

推
推
高
径
器
回
底

キメ細かく緻密。 淡茶色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。外面底部ヘラ
整形。

4 土師器 皿

器
口
底

高  2.6cm
径  15.Ocm
ぞ登    5.8cm

キメ細かく緻密。 茶褐色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。内面に放射状
暗文が施される。外面底部及び体部
下半ヘラ整形。

土師器 皿

高
径
径

口定
器
推
底

2 3cm
12 7cm
5.2cm
キメ細かく緻密。 淡茶色 負好

外面底部に墨書有 り。外面体部下半
ヘラ整形が一周する。

10・

14

土師器 皿

器高推定  3.lcln
口径推定  13.6cm
底  径  5 4cm

キメ細か▼ 明茶褐色 良
内面底部に墨書有 り。外面底部ヘラ
整形。内面体部横方向の暗文有り。

7 土師器 皿

器
口
底

局    2,9cm
径  12.8cm
径  5 6cm

キメ細かい。赤色
粒子を含む。

明茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内面体部横方
向の暗文有 り。外面底部ヘラ調整。

8 土師器 不

器
口
底

局   5。 15cm
ぞ乙   12.4cm
径  6.5cm

キメ細かく緻密。 明茶褐色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。内面然部に放
射状暗文が施される。外面体部下半
斜め方向のヘラ削 り。底部糸切痕。

9 土師器 郭

器
口
底

高  4 7cln
4垂   10,7cm
イ壬   5.8cm

キメ細かく緻密。 明茶褐色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。内面体部に放
射状暗文。外面体部下半斜め方向の
ヘラ削 り。外面底部ヘラ整形。

土師器 lTN

器高推定  4.35cm
口径推定  11,Ocm
底  径  5 5cm

キメ細かく緻密。 茶褐色 良好

放
の
に
向

ナ

ｏ
ｏ

横
文
り

部
暗
削

辺
状
ラ

ロ
射

ヘ

土師器 14h
ｃｍ
ｃｍ
伽

高
径
径
口定

器
推
底

キメ細かい。 明茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。外面体部下半
斜め方向のヘラ削 り。底部糸切り後、
ヘラ整形。

土師器 必

高
径
径

口定
器
推
底

4 4cnl

10.6cm

5.6cm
キメ細かし 茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。外面底部及び
体部下半ヘラ整形。ロクロ右回転。

土師器 郭
帥
帥
Ｃｍ

高
径
径

口定
器
推
底

キメ細かく緻密。 明茶褐色 良好

外面底部に墨書有 り。口辺部横ナデ

仕上げ。外面体部下半斜め方向のヘ

ラ削 り。底部糸切 り後、ヘラ整形。

・０

・４

土師器 lTh

帥
ｍ
帥

定
定
径

推
推
高
径
器
回
底

キメ糸日か く緻密。 茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。外面体部下半
斜め方向のヘラ削り。底部糸切痕。

土師器 杯
ｃｍ
ｃｍ
ｍ

定
定
径

推
推
高
径
器
口
底

キメ細かく緻密。 茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。外面体部下半
斜め方向のヘラ削り。底部糸切痕。

土師器 不
帥
ｍ
ｃｍ

高
径
径
口定

器
推
底

キメ細かく緻密。 淡白茶色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。外面体部下半
斜め方向のヘラ削 り。底部糸切痕。

17 土師器 杯
現存器高  3.5cn4
推定口径  12.5cm

キメ細かく緻密。 茶褐色 良好

外面体部に逆位で墨書有 り。口辺部
横ナデ仕上げ。外面体部下半斜め方
向のヘラ削 り。

土師器 郭
現存器高
底  径

2 1cm

5.5cm
キメ細かく緻密。 茶褐色 良好

外面底部に刻書有 り。内面体部に放
射状暗文。外面外部下半ヘラ削り。

土師器 不
現存器高  1.9cn4
底  径  4.8側 キメ細かく緻密。 淡茶褐色 良好

外面底部に墨書有り。内面体部に放
射状暗文。外面体部下半斜め方向の
ヘラ削り。底部糸切り後、ヘラ整形。

10
14

土師器 杯 キメ率田かい 明 黍 褐 i 良 タト面底吉Ьに墨書有 り。

土師器 杯
現存器高
底  径

3.5cm
5.6cm
キメ細かく緻密。 淡茶褐色 良好

外面体部に正位で墨書有 り。外面然
部下半斜め方向のヘラ削 り。底部糸
切り後、ヘラ整形。

土師器 芥 キメ糸日か▼ヽ。 淡茶褐色 良 外面体部下半に墨書有 り。

土師器 不 キメ細かい。 淡茶褐色 良 夕ヽ面虎部に亥J〒筆有 り

と師質土器 小皿

高
径
径

器
口
底

2.6cm

9.2cm

4.7cm

金雲母を多 く含
む。

暗茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。
ロクロ右回転。

L師質土群
柱状高
台付郭

底 径 6 6cm
金雲母 を多 く含
む。

暗茶褐色 良 底部糸切 り痕。

L師質土群
柱状高
台付杯

底 径  5.Ocm 金雲母を含む。 茶褐色 良好 底部糸切 り痕。
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器  形 百十  才貝‖  布盲 胎   土 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 伸 凶 図版

白磁 碗 推定底径  5.4cm キメ細かい。 灰白色 良好 大宰府編年の「自磁碗Ⅱ類」に相当。
カラー

同 l17

須恵器 霊
現存器高
推定口径

ｃｍ
帥

キメ細かVヽ。長石
石英を含む。

灰茶色 良好

口辺部及び胴部横ナデ仕上げ。外面
頚部斜め方向のヘラ磨き。外面肩部
縦方向のハケロ。

須恵器 イ

器  高  4.3c14
推定口径  12.8cnl
底  径  6.5cm

キメ細かく緻密。 淡灰茶色 良好 口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。

須恵器 郭

器
口
底

島    4.6cm
径  13.3cm
宅そ    7.Ocm

キメ細かく緻密。 淡灰色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。外面体部と底
部の間を横方向のヘラ削 り。底部糸
切痕。ロクロ右回転①

須恵器 長頚瓶
現存器高  10.0枷
口  径  7.6cnl キメ細かく緻密。 暗灰色 良好 口辺部及び外面頚部横ナデ仕上げ。

須恵器 蓋
高
径
器
口
存
定
現
推

2 75cm
9.8cm
キメ細かく緻密。 淡灰色 良好

一部欠損。外面甲部上半ヘラ整形。
口辺部横ナデ仕上げ。外面全体に自
然釉付着。

須恵器 臨 帥
帥

高
径
器存現

底
キメ細かく緻密。 明灰色 良好

胴部に直径約1.5cmの 円孔が穿たれ
ている。

10

須恵器 高杯
現存器高  8.3cln
底  径  10.4帥 キメ細かく緻密。 灰白色 良好

内面不底部及び外面脚裾部に自然釉
付着◎

灰釉陶器 皿

定
定
径

推
推
高
径
器
口
底

2.8cm

15.2cm
8.Ocm

キメ細かく緻密。

内面
淡緑色
外面
灰白色

良好
回辺部横ナデ仕上げ。内面体部に自
然釉付着。

灰釉陶器 小型壷
現存器高  6.7cm
推定口径  9.2cm

キメ細かく緻密。

内面
紫灰色
外面
暗緑灰色

良好

口辺部及び内面胴部横方向のナデ仕
上げ。内面口辺部と外面全体に施釉
されている。

灰釉陶器 霊
現存器高
底  径

16.Ocm
l10cm
キメ細かく緻密。

内面
淡灰色
外面
暗茶色

良好 外面胴部に緑色の自然釉付着。

灰釉陶器
現存器高  9 9cm
底  径  9.4cm キメ細かく緻密。 灰白色 良好

内面底部と外面胴部に淡緑色の自然
釉付着。

手捏ね土碁
高
径
径

器
口
底

2.3cm

3.3cm

3.8cm

キメやや粗く、長
石・石英を含む。

茶褐色 良 体部全体を横ナデ仕上げ。

手捏ね土群
高
径
径

器
口
底

4.7cm
6.1帥

4.lcm

キメやや粗く、長
石・雲母を含む。

淡茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。内面体部にヘ

ラ整形痕あり。底部木葉痕。

第32表 旧河道跡出上の上製品
lWo 器  種 器 形 計  ヤ貝J 栢 州合  十 イる  コ司 焼  成 器 形 の 特 徴 挿 図 図版

土 錘
長

短
軸  3 75cm
軸  1 65cm

キメ細かく緻密。 淡褐色 良好 直径3.5mnlの円孔。

土 錘
長

毎
軸    4.4cm
軸   1 45cm

キメ細かく緻密。 白茶色 良好 直径 5剛 の円孔。

土  錘 軸
軸

長
短

4.7cm

1 5cm
キメ細かく緻密。 白茶色 良好 直径3.5rmの 円孔。

紡錘車
)軍   さ   2 3cm
直  径  3.8cm 長石、石英を含む 淡茶色 良

中′とヽに直径0 8cmの 円孔が穿たれて
いる6

紡錘車
さ
径

厚
直

2.7cm

4.4cm
キメ細かく緻密。 茶褐色 良好

中心に直径 5 mlnの円孔が穿たれてい
る。

第33表 旧河道跡出上の石製品

llo 器  種
百十週

素材 備 考 挿図 図版
長軸

片 岩

第34表 旧河道跡出上の石器
No 器  種

言十  1貝 ‖  布盲 (rm
石質 備 考 挿図 図版最大長 大 最 大 厚

看  能 黒曜石 無 事

石  鏃 黒曜石 無茎。
石  鏃 黒 曜 石 無 率

打 梨 石 斧 粘板岩
打製石斧 粘 板 丹

打 梨 石 0。95 粘板肴
打製石 12 片  岩
丁製石斧
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器  種
計 狽J 41質 (cm

石質 備 考 挿図 図版
最大長 最 大 幅 最 大 厚

打 梨 石 斧 片  岩
打製石斧 13.2 片  培

凹  石 を III拾

凹  石 安 山 肴

凹  石 をキII猪

第35表 旧河道跡出土の瓦
No 器  種 計測値 (cm)

最大長×最大幅×最大厚
胎  土 色  調 焼成 特 徴 グリッ ド 挿図

男瓦 18.5× 7.4× ■5 粗、長石、石英 暗橙褐色 良好 布 目。赤色粒子を多 く含む。 A-8
男瓦 5.1× 4.5× 20 粗、長石、石英 暗橙褐色 良好 布目。赤色粒子を多 く含む。 B-5
女瓦 6.3× 5.6× 1.8 粗、長石、石英 灰褐色 良好 叩き日、布日 B-7

第36表 谷状の落ち込み出土遺物
No 器  種 器  形 計  測  値 胎   土 色  調 焼  成 器 形 の 特 徴 挿 図

1 土師器 長胴甕
器
口
底

局   30.lcm
イ垂  15.7cm
径    5,3cm

キメやや粗 く、長
石・石英を含む。

暗茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。内面胴部横方
向のヘラナデ。

2 土師器 委

器
口
底

局   302帥
径  18,7cm
径  5.0帥

キメやや粗 く、石
英・雲母を含む。

茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。外面胴部斜め
方向のハケロ。外面頚部横方向のハ

ケ整形。

3 土師器 霊
現存器高
底  径

硼
Ｃｍ

ヽ
長
仇
く
合
粗
を
や
英
や
石

メ

・

キ
石

茶褐色 良 底部木葉痕あり。

4 土師器 蓋
現存器高  4.lcm
口  径  13 5cm キメ細かく緻密。

内面
黒色

外面
淡茶褐色

良好

内黒土器。内面の剥離著 しい。内面
甲部横方向のヘラ磨き。外面甲部横
方向のハケロ。

5 土師器 皿

器
口
底

局    3.3cm
径  15.8cm
ぞ≧     7.5cm

長石・石英を含む

内面
黒色

外面
淡茶色

良好 内黒土器。口辺部横ナデ仕上げ。

6 土師器 鉢
推定器高
推定口径

ｍ

ｍ

キメ細かく緻密。
金雲母を含む。

明茶掲色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内外面体部横
方向のヘラ磨き∩

7 土師器 杯

器高推定  3.1帥
口径推定  13.0帥
底  径  10.Oclm

赤色粒子を含む。 赤褐色 良好
内面・外面に朱が施されている。口
辺部横ナデ仕上げ。

8 土師器 杯

器高推定  3.9cm
口径推定  12,Ocm
底  径  3 5cm

キメ細かく緻密。

内面
赤褐色
外面
淡茶色

良好 口辺部横ナデ仕上げ。

9 土師器 杯

高
径
径

器
口
底

4.15cm
12 7cm
4.7cm

キメ細かく緻密。 暗茶褐色 良好
外面底部線刻あり。口辺部横ナデ仕
上げ。内外面ともにナデ仕上げ。

土師器 芥

定
定
径

推
推
高
径
器
口
底

2.9cm

14.2cm
6.Ocm

キメ細かく緻密。 淡茶色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内外面体部横
方向のヘラ磨き。

土師器 高杯
現存器高  58帥
推定口径  15 3cm

長石・石英・赤色
粒子を含む。

内面
黒色

外面
淡赤褐色

良好
内黒土器。外面体部に朱が施されて
いる。口辺部横ナデ仕上げ。

土師器 高 不
高
径
器
口
存
定
現
推

6.4cm

13.3cm
キメ細かく緻密。 黒茶色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。内外面体部横
方向のヘラ磨き。外面体部斜め方向
のヘラ削り。

土師器 高郭
現存器高
底  径

5,7cm

9 8cm

キメ細かい。金雲
母を含む。

暗茶色 良好

裾部横ナデ仕上げ。外面脚部縦方向
のヘラ削 り整形。内面脚部上半指頭
による率形ω

土師器 高杯
現存器高  5 6cm
底  径  9.7cm

キメ細かい。金雲
母を含む。

淡茶色 良好

裾部横ナデ仕上げ。外面脚部ヘラ削
り後ナデ仕上げ。内面脚部横方向の
ハケロ。内面脚部上半に指頭圧痕あ
り。

土師器 長頚壷
帥
ｃｍ
Ｃｍ

高
径
径
口定

器
推
底

キメ細かく緻密。 明茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。外面頚部から
胴部にかけて横方向のヘラ磨き。

土師器 鉢

器
口
底

高  9.Ocm
イ垂  14.6cm
径   7 8cm

キメ細かい。長石
を含む。

赤褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内外面体部横
方向のヘラ磨き。

土師器 鉢
現存器高  8.5cm
推定回径  146帥

キメ細かい。長石
を含む。

淡茶色 良好

回辺部横ナデ仕上げ。外面口辺部の

段下半にl cm前後の斜め方向のハケ
目ありω

土師器
手
鉢
把
付

器
口
底

高  9.5cm
径  12.7cm
径  3.5c14

石英・雲母を多く
含む。

内面
黒茶色
外面
明茶褐色

良 内外面全体をナデ仕上げ。

土師器 イ

器
口
底

高  5.6cm
径  10.9cm
ぞ登    5.6cm

長石・石英・雲母
を含む。

淡茶色 良
口辺部横ナデ仕上げ。内面体部不規
則なハケロ。外面体部粗雑な仕上げ。

11
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土師器 lT・

高
径
径
口本疋

器
推
底

4.lGm

9.8cm

6.lcnl

キメ粗い。長石 `

石英を含む。
淡茶色 良 内外面体部横ナデ仕上げ。

土師器 不

器
口
底

高  4.■m
宅≧   14.2cm
径  6.5cm

長石・石英を含む 淡褐色 良 口辺部横ナデ仕上げ。 11

須恵器 大斐
現存器高  27.6cm
推定口径  56.8cm

キメ細かく緻密。 淡灰茶色 良好

口辺部に段を持つ。口辺部横ナデ仕
上げ。外面胴部叩き締めによる痕跡
あり。内面胴部横ナデ仕上げ。

須恵器 不

器
口
底

高  3.5cnl
径  10.6cm
径  6.2cm

キメ細かく緻密。 灰白色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。外面体部下半
に沈線が一周する。

11

灰釉陶器 段皿

器
口
底

高  2.3伽
径  ■.Ocm
径  5.8cm

キメ細かく緻密。 淡黄灰色 良好

内面底部に線刻。内外面体部に施釉
されている。口辺部横ナデ仕上げ。
ロクロ右回転ω

11

須恵器 円面硯
現存器高  6.Ocm
推定底径  18.5cm

キメ細かく緻密。

内面
暗灰色
外面
白灰色

負好 脚台部に透かし子しが空けられている。 11

第37表 谷状の落ち込み出土土製品

第38表 谷状の落ち込み出土石器

No 器  種 器  形 計  測  イ直 胎   十 角  調 肝  成 器 形 の 特 徴 キ講図 図 版

土錘
長
軸
存現
短

3.3cm

18.Ocnl
長石・石英を含む 淡茶色 良

欠損のため形状が判別できないが、
短軸方向に直径0.2cmの 円孔が穿た
れている。

紡錘車 ｃｍ
帥

さ
径

厚
直 長石・石英を含む 茶褐色 良

中心に直径0.6cmの 円孔が穿たれて
いるぃ

No 器  種
計 測 値 (cm)

石質 備 考 挿図 図版
最 大 長 最 大 幅 最 大 厚

砥 石 各 面 に砥 面 が 界`ら れ る

第39表 遣構外出土遺物
lWo 驀  種 器 形 計 測 値 胎  土 色 調 焼成 器 形 の 特 徴 グリッド

1 土師器 台付甕
甘画
依住

器存現
底

14,4cm

9.6cm
長石・石英を含む 暗茶褐色 良好

内外面胴部下半斜め方向のハケロ。内外
面台部斜め方向のハケロ。

H-5

2 土師器 対

器

口
底

高 12.4cm
径  8.2cm
径  2.lcm

長石・雲母を含む 赤褐色 良
内外面全体に朱が施されている。口辺部
横ナデ仕上げ。

B-3

3 土師器 長胴甕

器

口
底

局  35,lcm
径  20,lcm
径  6.2cm

長石を多く含む。 淡茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面胴部横方向の
ハケロ。外面胴部縦方向のハケロ。外面
底部ナデ整形。

B-3 11

4 土師器 長胴甕

器

口
底

高 33 9cm
径 18,9cm
径  8 5cm

長石を多く含む。 暗茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面口辺部から底
部まで横方向のハケロ。内面底部指頭に
よる整形。外面胴部縦方向のハケロ。

B-3

5 土師器 長胴甕

器

口
底

高 31.lcm
径 184帥
径  75m

長石・石英を含む 明茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内面口辺部から底
部まで横方向のハケロ。外面頚部から胴
部上半に縦方向のハケロ。底部木葉痕。

A-5

6 土師器 甕
現存器高
底  径

19,8om

9 0cm
長石を多く含む。 明茶褐色 良好

内面胴部下半横方向のハケロ後、ヘラナ
デ仕上げ。外面胴部下半縦方向のハケロ
底部木葉痕。

I-1

7 土師器 甕

器

口
底

畠  249帥
径  16 4cm
径  6 0cm

長石・石英を含む 暗茶褐色 良 口辺部横ナデ仕上げ。底部木葉痕。 A-6

8 土師器 宣

器

口
底

高 23 4cln
径 1615m
径  7.lcm

長石を多く含む。 淡茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。外面頚部から胴部
下半まで縦方向のハケロ。

B-3

9 土師器 甕

器

口
底

高 20 9cm
径 15,3cm
径  7.9cm

長石・雲母を含む 赤茶掲色 良
口辺部横ナデ仕上げ。外面頚部から底部
まで縦方向のハケロ。外面底部ナデ整形

B-4

土師器 小型甕

器

口
底

高 15。1帥
径 14.2cm
径  63帥

長石 石英を含む 茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面頚部から胴部
上半に横方向のハケロ。外面胴部縦方向
のハケロ。底部木葉痕。

B-3

11 土師器 小型奏

器

口
底

局   14 3cm
径  12.9m
径  5 4cm

長石・石英を含む 茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面胴部上半に横
方向のハケロ。胴部下半に斜め方向のハ

ケロ。底部木葉痕。
C-6

土師器 小型壷 伽

硼

一島
径

器

口
長石・雲母を含む 赤褐色 良

口辺部及び外面全体に朱が施されてい
る。外面頚部に斜め方向の櫛目。外面胴
部に横方向の櫛目。

B-4

土師器 霊
現存器高
口  径

8 1om

19 1cm

長石・石英を多く
含む。

淡白茶色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面口辺部から肩
部にかけて横方向のハケロ。外面頚部及
び肩部に縦方向のハケロ。

A-3
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土師奏 小型壺
器

口
底

働   12 7cm
径 128帥
径  7 50cr

長石・石英・雲母
を含む。

赤茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内面口辺部横方向
のハケロ。外面l同部斜め方向のハケロ。

B-4

土師器 甑

高
径
径

口

底

卜疋
と
左

器

推

推

11 8cm

15 0cm

3.6cm

長石・雲母を多く
含む。

淡茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面胴部横方向の
ハケロ。外面胴部上半縦方向のハケロ。
底部に推定28mの円孔を有す。

A-5

土師器 甑
現存器高 955側
底  径  36側 長石

・石英を含む 茶褐色 良 底部に直径2 8cnlの 円孔を有す。 B-4

土師器 甑
高
径

器

口
14 7cm

16.8cm
長石・石英を含む 淡茶色 良好

口辺部積ナデ仕上げ。内面胴部横方向の
ハケロ。外面胴部上半縦方向のハケロ。
底部に推定2.5cmの 円孔を有す。

D― ■

土師器 鉢
現存器高
口  径

14 0cm

20 3cm
長石を多く含む。 淡茶褐色 良

底部破損の為、甑とも思われる。口辺部
横ナデ仕上げ。外面胴部上半に縦方向の
ハケロ。

A-6

土師器 鉢
一品
径
器

口

存
定
現
推

10 0cnl

16.2帥
キメ細かく緻密。 暗黒茶色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。内外面体部横方向
のヘラ磨き。

F-6

土師器 杯

器

口
底

局  4.85cm
径  12 5cm
4垂   4.9cm

キメ細かく緻密。 明褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内面ハケによる整
形。外面体部横方向のヘラ磨き。

A-3

土師器 杯

器

口
底

局  4.6帥
径  11 8cm
径  2.Ocln

キメ細かく緻密。 暗茶色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。内面体部から底部
にかけて横方向のヘラ磨き。外面底部ヘ

ラ整形。
D-15

土師器 郭

器

口
底

高  39硼
径 14.3cm
径  47帥

キメ細かく緻密。 淡赤褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内外面全体に朱が
施されている。

A-5

須恵器 蓋

器

口
底

局    4.8cm
径  10,7cm
径  4 5cm

キメ細かく緻密。 灰白色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。外面体部に一条の

沈線が一周する。
B-15

須恵器 蓋

器

口
底

局  4 05cm
径  9 8cm
径  47帥

長石 雲母を含む 淡灰色 良好
外面底部に線刻有り。口辺部横ナデ仕上
げ。外面底部及び体部下半ヘラ整形。

C-15

土師器 不

器

口
底

高  5,Ocm
径 10.Ocm
径  1.8cm

長石 石英を含む
内面
黒 色
タトE三
茶褐色

良 内黒土器。口辺部横ナデ仕上げ。 B-4

土師器 高不
帥
側

高
径
器

口

存
定
現
推

キメ細かく緻密。 淡茶色 良好 口辺部横ナデ仕上げ。 A-3

土師器 高杯
古
回
俵“

器存現

口
6.2cm

16 3cm
キメ細かく緻密。 淡茶色 良好

口辺部横ナデ仕上げ。内外面杯部横方向
のヘラ磨き。

A-3

土師器 高郭
現存器高  7.2cm
口  径 24.7cm キメ細かく緻密。 赤褐色 良好

内外面全体に朱が施されている。内辺部
横ナデ仕上げ。内外面杯部横方向のヘラ
磨き。

A-2

土師器 小型甕

器

口
底

品  7.4側
径  9 2cnl
径  5 0cm

長石を多く含み、
キメやや粗い。

明茶褐色 良
口辺部積ナデ仕上げ。内面胴部上半に輪
積痕。外面胴部縦方向の櫛目。

I-2

手捏ね土器
ミニ
チユァ
杯

器

口
底

局    4 7cm
径  5 0cn
径  5,lcm

雲母・長石・石英
を含む。

淡茶色 良
内面底部から体部にかけて指頭圧痕有
り。

F-6

手捏ね土器
半
チユァ杯

器

口
底

島    3.8cm
径  5.Ocm
径  4 6cm

雲母・長石・石英
を含む。

淡茶色 良
内面底部から体部にかけて指頭圧痕有
り。

F-6

手捏ね土器 チュア
高邦

器

口
底

局  68帥
径  7 5cm
径  5.2cm

長石を多く含み、
キメやや粗い。

茶褐色 良
口辺部及び裾部横ナデ仕上げ。外面脚部
縦方向のヘラ整形。

G-6

土師器 不

器

口
底

局    3,7cm
径  13 3cln
径  7.Ocm

雲母・砂粒を多く
含む。

内面
黒 色
タト雇三
茶掲色

良

内黒土器。口辺部横ナデ仕上げ。内面体
部ヘラ整形。内面底部指頭によるナデ整
形。底部木葉痕。

A-2

土師器 不

器

口
底

局    5,3cm
径  10 8cm
径  6 1cm

キメ細かく緻密。 明茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内面体部放射状暗
文。外面体部下半斜め方向のヘラ削り。
外面底部ヘラ整形。

A-7

土師器 不

高
径
径

器定推

口
底

4 1cm

ll.6cm

4 9cm

キメ細かい。 茶褐色 良

口辺部横ナデ仕上げ。内面体部放射状暗
文。外面体部下半斜め方向のヘラ削り。
外面底部ヘラ整形。

△-1

土師器 郭

高
径
径

器卜疋推

口
底

4.2cm

10.6cm

4.6cm

キメ細かく緻密。 明茶褐色 良好
外面体部に刻書有り。口辺部横ナデ仕上
げ。内面体部放射】犬暗文。外面体部下半
斜め方向のヘラ削り。

K-1

土師器 郭

古
ロ
タ
住
坂仕

器卜疋推

口
底

4.5cm

10 4cm

4 6cm

キメ細かく緻密。 明茶褐色 良好
外面底部に墨書有り。口辺部横ナデ仕上
げ。内面体部放射状暗文。外面体部下半
斜め方向のヘラ削り。底部糸切痕。

K-1 12・ 1

土師器 lTN

器

口
底

高  4.Ocln
径 121伽
径  4.Ocn

キメ細かく緻密。 明茶褐色 良好
外面体部に墨書有り。口辺部横ナデ仕上
げ。外面体部下半斜め方向のヘラ削り。
外面底部ヘラ整形。

B-1 12・ 1
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土師器 不

器

回
底

高  5,3cm
径 14 8cm
径  5 5cm

キメ細かく緻密。 淡茶色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。外面体部下半斜め
方向のヘラ削り。外面底部ヘラ整形。

A-3

土HF器 邦

器

口
底

高  51帥
径 12 8cm
径  3 7clll

長石を多く含む。 明茶褐色 良

外面体部に正位で墨書有り。口辺部横ナ
デ仕上げ。外面底部下半斜め方向のヘラ
肖Jり 。

A-3 12・ 1

土師器 杯 推定底径  5 5cm キメ細かく級密。 淡茶色 良好
外面底部に塁書有り。外面底部糸切り後
ヘラ整形。内面ヘラ磨き。

4ト レ西

土師器 杯 底  径  4 9cm キメ細かく緻密。 淡茶褐色 良好 外面底部に墨書有り。外面底部糸切り後ヘラ整形。
K-1

土師器 lTN
一局
径
器

口

士仕
卜疋

現
推

4.lcm

ll.6帥
キメ細かく緻密。 茶褐色 良好

外面体部に倒位で刻書有り。日辺部横方
向のヘラ磨き。内面体都縦方向のヘラ磨
き。

C-4

土師器 沫 推定底径  50帥 キメ細かい 淡茶色 良 外面底部に刻書あり。 B-4

土師器 lll

器

口
底

高  2.8cm
径 12 3cm
径  4 6cm

長石・赤色粒子を
含む。

明茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。外面底部から体部
にかけてヘラ削り。

A-3

土師器 皿

器

口
底

高 2 15cm
径 12 4cm
径  8 0cm

赤色粒子を含む。 明茶褐色 良
口辺部横ナデ仕上げ。外面底部ヘラ整形
底部糸切痕。

B-1

土師器 皿

器

口
底

局    2 6cm
径 12.5cm
ぞ≧    4.8cm

長石・石英を含む 明茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。外面底部ヘラ整形
底部糸切痕。

A-1

土師器 皿 推定底径  5.4cm
長石・赤色粒子を
含む。

淡茶褐色 良
外面底部に墨書有り。外面底部及び体部
にかけてヘラ整形。

B-8

土師器 皿 推定底径  5 5crl キメ細かく緻密。 淡茶褐色 良好
外面底部に墨書有り。外面底部及び体部
にかけてヘラ整形。

K-1

土師質土器 不

器

口
底

高  5 6cm
径 13 7cln
径  6 1cm

金雲母を多く含
む。

茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内外面口辺部に灯
明スス付着。底部糸切痕。ロクロ右回転

G-5

土師質土器 卜皿

器

口
底

高  2 5cm
径  9 0cm
径  5,Ocm

金雲母を多く合
む。

暗茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内面口辺部に灯明
スス付着。底部糸切痕。ロクロ右回転。

B-16

土師質土器 小皿

器

口
底

局    2.4cm
径  9 3cm
径  3.8cm

金雲母を多く合
む。

茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。内面底部に灯明ス
ス付着。底部糸切痕。ロクロ右回転。

B-16

土師質土器 小皿

器

口
底

喬  2.3cm
径  9.7cm
径  4,7cm

金雲母を多く含
む。

茶褐色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。ロク
ロ右回転。

A-3

土師質土器
一局
皿

犬柱
台

器

口
底

高  4,4cln
径  8.9cm
径  4,6帥

金雲母を多く含
む。

黒茶色 良好
口辺部横ナデ仕上げ。底部糸切痕。ロク
ロ右回転。

B-3

土師質土器
一島
皿台

曲
聖
局

器

口
底

品    3.4cm
径  10 0cm
径  5 9cm

金雲母を多く含
む。

茶褐色 良好
口辺部及び高台部横ナデ仕上げ。ロクロ

右回転。
B-16

土師質土器
一島
郭台

曲
里
局

帥
帥
帥

・
６

＆

盈

定
径
径

推昔
回器

口
底

金雲母を多く含
む。

茶褐色 良好
口辺部及び高台部横ナデ仕上げ。ロクロ

右回転。
F-6

土師器 羽釜
存
径
現

口

一局
とん

器
推

24 0cm

31.8cm
キメ細かい。 暗茶褐色 良好

口辺部ヘラ整形。内面口辺部横方向のヘ
ラ磨き。外面胴部ヘラナデ仕上げ。

F-5

土師器 皿

器

口
底

局    3 3cm
径  15 0cln
径  4.6cm

キメ細かく緻密。

内面
黒 色
外面
淡茶掲色

良好

外面体部に倒位で墨書有り。内黒土器。
内面中央に四弁花文、周囲に半萩花弁が
刻文されている。

A-1 13・ 1

灰釉陶器 碗

高
径
径

器

口

とん
卜疋

推
推
底

キメ細かく緻密。 淡灰色 良好 口辺部及び高台部横ナデ仕上げ。 A-5

須恵器 円面硯
高
径
器

口

存
定
現
推

3 1cm

17 8cm
キメ細かく緻密。 明灰色 良好 脚台部に透かしが空けられている。 F-1

須恵器 円面硯 現存器高  2.6cm キメ細かく緻密。

内面
明灰色
外面
明茶褐色

良好 脚台部の透かしと思われる痕跡有り。 F-1

土師器 高郭
硼
帥
硼

長
幅
厚

大
大
大

最
最
最

キメ細かく緻密。 暗黒茶褐色 良 脚部に多面を有する高杯。 A-6 カラー

図版

土師器
付芥
底  径  7.Om キメ細

い、赤色粒
子。

明茶褐色 良 B-6

土師器
ム
ロ
，
↑

一局
付 底  径  8 0cm キメ細

い、赤色粒
子。

橙褐色 良 B-6
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llo 器 種 器 形 計 測 値 胎  土 色 調 焼成 器 形 の 特 徴 グリッド 挿図 図版

土師質土器
柱状高
台付杯
底  径  7 0cm 金色雲母を多 く

含む。
暗茶褐色 良 一括

白磁
(XI類 ?) 碗

キメ細かい、黒色
粒子。

灰白色 良
大宰府編年の「白磁碗�類」の可能性あ
り。

一括
カラー

図版

磁
類

白

Ⅱ 碗 推定底径  5 4cm キメ細い。 黄灰色 生焼 大宰府編年の「白磁碗Ⅱ類」に相当。 一括
カラー

図版

青磁 碗 やや粗い。 灰色 良好 鏑蓮弁文碗。 D-3 カラー

図版

青磁 碗 やや粗い 灰色 良好 飼蓮弁文碗。 一括
カラー

図版

青磁 皿 ? やや粗い 灰色 良好 一括
カラー

図版

INlo 器  種
計測値 (cm)

素羽
‐

備 考 挿図 図版
長軸 短軸 厚 さ

銅鏃 A-6

銅鏃 銅 C-4
銅銭 銅 G-1
耳環 鉄 金メッキ部分有り。 2号住

不明鉄製品 鉄 △-3

刀子 鉄 A'-17

棒状鉄製品 鉄 B-5

帯金具 鉄 「餃具」 10号住 カラー図版

第40表 遺構外出上の上製品
器 種 計 測 値 胎  土 色 調 焼 成 器 形 の 特 徴 グ リ ツ ド 挿図

高杯型土製品
長
短

軸  4.4cm
軸  1.75cm

長石・石英 を含む 淡茶色 良

鍔状に整形された帯が一周する。そ
れに沿って不規則な爪形文も一周す
る。

A-3

丸 玉
軸
径大

長
最

2.05cm
l.95cm
長石・石英を含む 黒茶色 農 玉の中央に直径 4 nlllの 円孔をもつ。 A-3

土 鈴 局   さ  5,75cm
最 大 径  2.9cm

キメ粗く、長石を
含む。

淡黒茶色 良
撮部に直径 5 Hmの円孔が穿たれて
いる。

A-2

猪型土製品

長
短
厚

車由    6.Ocm
軸  3.lcm
さ  3.35cm

金雲母・石英を含
み、キメ細かい。

明茶褐色 良 脚の接合部に指頭痕がみられる。 B-4

糸巻型土製品
径
径
径

大
大
最
最
小

部
部
上
下
最

6.7cm

68帥
2.9cm

長石を含み、キメ
粗 い 。

淡茶色 良 指頭による粗雑な仕上げ。 F-6

羽  口 長石・石英・赤色
粒子を含む。

橙褐色 やや良 先端が溶融している。 G-7

第41表 遺構外出上の石器

No 器 種
計測値 (cln)

石質 備  考 グリッド 挿図 図版
最大長 最大幅 最大厚

石鏃 黒曜石 有茎。 A-1
紡錘車 蛇紋岩 A-2
打製石斧 粘板岩 A-1
凹石 安山岩 B-1
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第 4章 松ノ尾遺跡出上の瓦の胎上分析
|よ じめに

松ノ尾遺跡は、荒川扇状地の扇央部に位置する集落遺跡である。本遣跡西方の台地は、黒富士火山の山麓斜

面下部と荒川の河岸段丘面とから構成される。この台地上には白鳳期の天狗沢瓦窯跡があり、瓦・須恵器など

の生産が発掘調査によって確認され、瓦の一部が胎上分析されている (河西、1990)。 しかし、天狗沢瓦窯跡か

ら生産された瓦の供給先については、現在のところ不明である。なお塩川の谷底平野「藤井平」に分布する韮

崎市宮ノ前第 2遺跡では、奈良時代の瓦が多量に出土 し、胎土分析によってデイサイト・安山岩が多く塩川・

荒川地域に産地が推定される瓦と花尚岩類が多く釜無川・荒川・塩川地域に産地が推定される瓦とが明らかに

なった (河西、1991)。 今回松ノ尾遺跡の堆積層から瓦の破片が少数出土した。ここでは、瓦の胎土組成を明ら

かにし、村続遺跡や天狗沢瓦窯跡の分析結果との比較などによって瓦の産地推定を試みる。

試料および分析方法

土器試料は、凸面がナデにより器面調整され凹面は布目跡が残る丸瓦片である (第 1・ 2図 )。 以下の方法で

薄片を作製した。土器試料は、切断機で 3× 2.5cm程度の大きさに切断し、残 りの試料は保存 した。土器片試料

はエポキシ樹脂を含浸させて補強し、土器の器壁に直交する断面切片を切断し、岩石薄片と同じ要領で薄片を

作製した。さらにフッ化水素酸蒸気でエッチングし、コバルチ亜硝酸ナ トリウム飽和溶液に浸してカリ長石を

責色に染色 しプレパラー トとした。次に以下の方法で岩石鉱物成分のモー ド分析を行なった。偏光顕微鏡下に

おいて、ポイントカウンタを用い、ステージの移動ピッチを薄片長辺方向にO.33alm、 短辺方向に0。 40alnlと し、各

薄片で2,000ポ イントを計測する。計数対象は、粒径0.0541n4以上の岩石鉱物粒子、およびこれより細粒のマ トリ

クス (「粘土」)吉Ь分とし、植物珪酸体はすべてマ トリクスに含める。

分析結果

分析結果を第 1表に示す。試料全体の砂粒子・赤褐色粒子・マ トリクスの割合 (粒子構成 )、 および砂粒子の

岩石鉱物組成および重鉱物組成を第 3図 に示す。重鉱物組成では右側に基数を表示した。岩石組成折れ線グラ

フを第 4図 に示す。この折れ線グラフは、各岩石のポイント総数を基数とし、各岩石の構成比を示したもので

ある。クラスター分析の樹形図を第 5図 に示す。クラスター分析は、折れ線グラフと同様の10種の岩石データ

を用いて行なった。クラスター分析での非類似度は、ユークリッド平方距離を用い、最短距離法によって算出

した。第 5図は、本遣跡試料のほか、村続遺跡出土瓦、天狗沢瓦窯跡、宮ノ前第 2遺跡の胎土分析結果、およ

び甲府盆地周辺地域の河川砂の岩石組成とを比較し、便宜的に 1～ 14の番号をクラスターに付 した。

粒子構成では、砂粒子の割合が16.8%で、赤褐色粒子が4.2%を示す。岩石鉱物組成では、斜長石が51%と 卓

越し、石英・カリ長石なども多 く、変質火山岩類・デイサイト・花聞岩類などがこれに続 く。デイサイトは、

酸化角閃石・斜方輝石・斜長石の斑晶で石基はガラス質～細粒である。重鉱物組成では、酸化角閃石と不透明

鉱物が多 く単斜輝石・斜方輝石がわずかに検出された。第 5図では村続遺跡No l・ 天狗沢瓦窯跡TNG― A・ 宮ノ

前第 2遺跡No15,貢川河川砂試料などとともにクラスター 8を形成 している。デイサイトの岩石学的特徴は黒

富士火山を構成するデイサイトのそれと類似性が高く、酸化角閃石が優勢な重鉱物組成もこの地域の特徴と一

致することから、本試料は在地的土器といえる。

瓦の産地推定

以上の分析結果で本遺跡出土瓦と天狗沢瓦窯跡TNG―Aと の類似性が認められることから天狗沢瓦窯跡で本遺

跡瓦が生産された可能性が存在する。ただしTNG―Aを 除く天狗沢瓦窯跡出土瓦の多くは、花尚岩類の優占率が

より高率で、第 4図では荒川河川砂試料とともにクラスター 6を構成 している。松ノ尾遺跡試料が、天狗沢瓦
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第 1図 分析試料写真 (凸面)  第 2図 分析試料写真 (凹面)

1表 上器胎上中の岩石鉱物 (数字はポ
ント数を、+は計数以外の検出を示す)

試料 番号

百央―早 結 晶

真―l」 14J

石英一多結 晶

カリ長石 1

辞長石 17ち

跛 1しЯ 肉 ね

単斜輝石 1

鉾方輝石 1

不透 明鉱物

安山岩
テイサイ ト

変質火 山岩 類 1

花両岩 類 1

尼岩 1

火山ガラスー無色 |

変 質岩 石

変質鉱物

質フロック 1

1痣れ蛉子

マトリクス

合 計

百英波動 消光

バーサイ ト

山岩 の斑 晶鉱物

デイサイ トの斑晶鉱物 Dxvnoi opx

変質火山岩類岩質
フィック網織

山 カ ラ ス 形 態 300
館物 荏 砂 依

墾蟹え品善亀平肇告晏田客貴毛争芽9穿禰蟹: D
デイサイト質 火山ガラス形態 :B塊状, C中間
型,D中間型官状.

日 酸化角閃石

国  単斜輝石

囲  斜方輝石

■  不透明鉱物

|
1

V B A D GMtSsMdSiC

V 変質火山岩類
B 玄武岩
A 安山岩
D デイサイ ト
G 花商岩類
Mt変成岩類
Ss砂岩
Md泥岩

:i貢屡亀岩 第 4図 岩石組成折線グラフ

(基数 )

16

0   20  40  60  80  100 0  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 0  10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
%                %                %

□ 砂粒子      □  石英一単結晶計 [コ 安山岩    囲  泥岩

園 赤褐色粒子    団  石英一多結晶  図  デイサイト  国  珪質岩

ロ  マトリクス    田]カ リ長石   日  変質火山岩類計 :田 炭酸塩岩

目 斜長石    田  花商岩類   日  火山ガラス計

田  重鉱物計   田  変成岩類計  圏  その他計

国  玄武岩    □  砂岩

第 3図 土器胎上の岩石鉱物組成

窯跡出土の典型的な胎土組成を示しているとはいえず、天狗沢瓦窯跡以外の生産地に由来してる可能性も低 く

ない。また松ノ尾遺跡試料は、宮ノ前第 2遺跡No15と の類似性が認められる。宮ノ前第 2遺跡では、多様な胎

土組成の存在から周辺地質の複雑さによる原料組成の多様性かあるいは複数産地の存在の可能性などが指摘さ

れている。No15を 除く他の宮ノ前第 2遺跡試料は、クラスター 3お よびクラスター■に集中する傾向があり、

天狗沢瓦窯跡や松ノ尾遺跡試料とも区別される。以上のように黒富士火山周辺の荒川および塩川流域の古墳時

代後期～平安期瓦を出土する遺跡における胎上分析結果からは、多様な産地の存在が考えられる。天狗沢瓦窯

跡周辺の堆積物の定性分析において、荒川扇状地の堆積物No27に は安山岩が検出されていない。しかし荒川扇

状地上の村続遺跡などの地層中には安山岩の大礫 。巨礫が普通に存在 していることから、荒川扇状地の堆積物

は、天狗沢瓦窯跡周辺の段丘堆積物と同様の岩石鉱物組成である可能性が高いと考えられる。従って荒川扇状

地地域においても松ノ尾遺跡瓦の産地が存在する可能性も少なくない。

粒子構成 岩石鉱物組成 重鉱物組成
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第 5図 土器のクラスター分析樹形図

まとめ

松ノ尾遺跡出土瓦は、胎土組成が天狗沢瓦窯跡試料と類似することから、天狗沢瓦窯跡で生産された可能性

が存在すること、しかしそれ以外の荒川扇状地周辺の生産地に由来してる可能性も低 くないことが明らかにな

った。

(山梨文化財研究所 河西 学)

文  献
河西学 (1990)岩石学的手法による天狗沢瓦窯跡瓦の胎土分析。『天狗沢瓦窯跡』、敷島町教育委員会、106-114。

河西学 (1991)宮 ノ前第 2遺跡出土瓦の胎土分析。『宮ノ前第2遺跡・北堂地遺跡』、韮崎市教育委員会、8牛90。
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第 5章 ま と

1994年におこなわれた第 I次調査では、古墳時代後期 (6世紀後半～ 7世紀初頭)と平安時代 (10世紀前半～■

世紀後半)の 22軒の住居跡からなる集落跡が発見され、今回の第Ⅱ次調査でもさらに同時期の住居跡が多数発見され

た。

今回の松ノ尾遺跡第Ⅱ次調査で発見された各住居跡の時期と軒数については、以下のとおりとみられる。

弥生時代末葉

古墳時代 (4c中 ～5c前半)

古墳時代 (6c前半)

古墳時代 (6c後半)

古墳時代 (6c末～7c初頭)

古墳時代 (7c前葉)

奈良時代 (8c前半)

10号住居跡     1軒
11号住居跡     1軒
7号住居跡     1軒
4・ 12・ 22号住居跡  3軒
18号住居跡     1軒
15,17・ 20号住居跡 3軒
16・ 19号住居跡   2軒

奈良時代 (8c後半)

平安時代 (9c後半)

平安時代 (lo c後半)

平安時代 (1l c前半)

平安時代 (不明)

時期不明

1軒

1軒

1軒

13・ 21号住  5軒
1軒

1軒

計22軒

8号住居跡

5号住居跡

1号住居跡

2・ 6・ 9・

3号住

14号住

≪遺構について≫

●住屋跡等の分布 弥生時代末葉は調査区中央南で1軒 (10住)あ り、今回の調査で初めて該期の遺構が発見された。
古墳時代 (4c中～5c前半)では、調査区西側中央で後期の住居跡群とともに住居跡1軒 (■住)が確認された。

古墳時代後期になると、住居が急増し計 8軒が確認され、とくに調査区の西側では6軒が近接し重複している。

後期は上記でみるように4小期に分かれるとみられ、 6世紀前半は旧1可道跡南部に近接して 1軒 (7住 )、 6世紀

後半には南部の旧河道と若干重複するものが 1軒 (4住)と調査区西側南半部の東西に2軒 (12・ 22住)がある。

さらに、 6世紀末～ 7世紀初頭は調査区西側北寄りに一辺約6.8mの大型住居跡 (18住)が占地し、 7世紀前半に

調査区東側中央で 3軒 (15・ 17・ 20住)があるが、その後調査区内では次の奈良時代まで遺構は認められなくなる。

奈良時代になると3軒 (8・ 16・ 19住)の住居跡が出現し、前半期の 2軒 (16・ 19住)は調査区中央西側にかけ

て東西にやや距離をおいて分布しており、後半期は調査区南部に 1軒 (8住)認められるだけとなる。

平安時代の前半期はかなり希薄なもので、 9世紀後半において調査区北西部で 1軒 (5住 )、 10世紀後半では調査

区北西部に 1軒 (1住)の状況である。しかし、後半期になると5軒の住居跡が出現し、調査区の南部を中心に4軒

(2・ 9,13・ 21住)が東西に一定の間隔をもって展開するようになり、調査区の北西部でも1軒 (6住)がある。

今回、本遺跡では初めてとなる2間×2間 (約3.4× 3.8m)で 9本の総柱となる掘立柱建物跡が調査区西側のC・

D-1・ 2グ リッドにおいて発見された。遺物の出土が無かったため、時期は特定できないが■世紀前半の6号住居

跡が隣接することから該期のものとは考えにくい。今回の調査成果では掘立柱建物跡と住居跡の軸方向、そして各時

期の住居跡の分布状況からみて、古墳時代 (6世紀後半)～奈良時代の所産ではないかと推測される。

●集落跡と旧河道跡の関係 調査区の北西側に砂礫を中心として多くの遺物が混在した旧河道跡が発見された。この
河道跡は、 7号住居跡に近接し3・ 4号住居跡と重複していたが、古墳時代後期の4号住居跡はすでに河跡の影響を

受ける以前に埋没していたことが確認できている。一方、平安時代の 3号住居跡は北西コーナーに砂礫を含んでいた

ことから、河道跡が形成されたのは少なくとも平安時代以降とみられる。しかし、 3号住居跡の詳細な時期が不明で

あるため遺構の重複関係からは河道跡の形成時期は平安時代以降としか判断できなかった。

そのため、旧河道跡から出土した遺物をみてみたい。第36～ 40図 にみるように縄文時代の石器をはじめとし古

墳・奈良・平安時代の土師器、須恵器、陶磁器類などの遺物がみられる。これらの中で、最も新しいものには第37図

24の土師質小皿、第37図 25。 26の土師質土器である柱状高台杯と柱状高台小皿、第37図27の 白磁碗Ⅱ類などが含ま

れていた。このように、出土した遺物から判断すると旧河道跡の形成時期は12世紀以降と推測される。
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≪主な出土遺物について≫

●円面硯 第 I次調査では脚を欠損した円形の磨面部 (陸部と墨海となる部位)1点が出土したが、引き続き今回の

第Ⅱ次調査においても磨面部と脚部 (第43図 -25、 第49図 -60・ 61)の計 3点が出土している。脚部 (第43図 -25)

は谷状の落込み南部上層から、ほか 2点は遺構外の出土である。それぞれは別個体とみられ、第 I次調査出土のもの

を含め、これまでのところ計 4点-4個体の円面硯がある。現在、本町内ではこの松ノ尾遺跡に限られ出土してい

る。

●ロクロ甕 主に古代の巨麻郡域に分布し、須恵器の製作I�で作られた土師器甕がある。これは、粘土紐を輪積み
して叩きの成形の後、ロクロにより器面を整形したもので、 7世紀末に出現し9世紀後半には消滅するようである。

本遺跡では今回19号住居跡にロクロ甕があり、胴部最大径が約32.5cmを測り大型の球銅で丸底を呈する甕である。

類例として、韮崎市坂井堂ノ前遺跡 4号住居跡出上のものがあり、時期的には8世紀前半に相当するとみられる。

●高lTX(いわゆる脚部が多面形を有するもの) 脚部が縦位に面取りされ多角柱状を呈し精製された胎土を有する高
杯が、A-6グ リッドから1点出土している。
この類の資料は、山梨県内で調査された一般的な集落跡ではほとんどみられないという傾向が指摘されている。現

在、甲府市大坪遺跡、同市久保田道々芽木遺跡、同市秋山氏館跡などの遺跡に限られる (大坪遺跡と久保田道々芽木

遺跡は隣接した遣跡)。 また、本遺跡では遺構外からの出土であったため時期を捉えることはできなかったが、上記

でみた各遺跡の出土傾向によれば、県内ではおおよそ 9世紀代にその所属時期を求めることができそうである。

このような特徴をもつ高杯は、平城京などで高芥Aと分類されているものに類似し、古くは奈良時代から出土がみ

られ、出土遺跡等が偏在することなどから「官衛・寺院等の限られた施設に供給されたことが予測され」ている。

●緑和陶器 今回の調査では、いずれも破片であった力浦+10点の碗、稜碗などにあたる緑釉陶器片が出土している。
第 I次調査では緑釉陶器片27点以上が出土したが、器種には碗、稜碗がある。これら27点の内、碗と稜碗には陰

刻花文が施されたものがみられ (第53図 1～ 5)、 今回の第Ⅱ次調査で出土した中にも、陰刻花文が施されたものが

3片ある (巻頭カラー上段)。 この内の 1点は稜碗、ほか 2′点は別個体の碗の破片 (内 1点一輪花碗)であるが、第

I次調査出土の陰刻花文の緑釉陶器碗・稜碗のものとそれぞれ同一個体の口縁部破片ではないかと考えられる。

●文字資料 墨書と線刻による文字資料が多数出土したが、文字の明確なものを中心に計21点を掲載した。
墨書土器では、則天文字風の「えJ「た」「 ,I鼈」 (2号溝、旧1可道跡No13・ 19、 遺構外No37・ 41・ 42,48・ 49)が

最も多く出上している。この種の文字は、松ノ尾 (第 I・ Ⅲ次)、 村続 (第 I次 )、 御岳田 (第 I・ Ⅱ次 )、 金の尾

(第 V次)な どでみられ、本町では一般的な文字資料である。その他、「ジ」 (十日1可道跡No 5)、 「脚|工」 (十日立可道跡No

17)、 研1」 (旧河道跡No21、 )、 「狛□」 (遺構外No40)、 「隆」 (遺構外No58)、 判読不可 (旧河道跡No 6、 No20、 No22)

などがある。これらの文字は、記された土器の特徴から時期的に9世紀代～10世紀前半に属するものとみられる。

刻書土器には、「上」 (十日1可道跡No18)、 「余」 (遺構

'湘

Q43)、「丘J(遺構夕測o44)な どの文字線刻があり、灰釉陶器

皿 (旧河道跡No24)の見込み部には記号線刻とみられる「肘渭」 (焼成前に線刻)と記されたものもある。

●貿易陶磁器 今回の調査で、計 6′点の磁器類が出土している (第37図 -27、 第51図 -66～ 70)。 内訳は、白磁碗�

類の口縁部 1点 (第51図 -66)、 白磁碗Ⅱ類の底部 2点 (第37図 -27・ 第51図 -67)、 青磁飼蓮弁文碗の口縁部 1点

(第51図 -68)、 同じく体部1点 (第51図 -69)、 14世紀以降の青磁無文体部1点 (第51図 -70)である。

これらは、大学府編年にみる磁器区分で白磁�類がB期 (10世紀後半～■世紀前半)、 白磁Ⅱ類がC期 (■世紀後

半～12世紀後半)、 青磁はE・ F期 (13世紀～14世紀)にそれぞれ相当する。

このような貿易陶磁器は、第 I次調査でも確認されており、いずれも破片であったが白磁碗 (�類-2,点、コ類―

2点、V類 -2′点)、 白磁水注 (瓜割り型一底部 1点 )、 自磁壺 (四耳壼か?-1点)な どや青白磁碗-1点、青磁碗
(同安窯櫛描文-1点、龍泉窯劃花文-1点、錦蓮弁文-1点、無文-1点)な ど計13点がある (第53図 6～ 18)。

この内、第二次と第Ⅱ次調査出上の白磁碗�類とⅡ類には同一個体とみられるものがある (通常、遺跡内で出土す

る量は稀なことから、�類は第51図66と 第53図 6、 Ⅱ類は第37図 -27と 第53図 -11が同一のものと思われる)。

これらの中国産の磁器類は、今回の調査ではとくに遺構に伴うものはみられなかったが、中でも、白磁と青白磁の

ものについてはこれまで発見されている■・12世紀代の遺構や遺物に伴つてくるものと考えられる。しかし、当時

としては調度品であるこれらのものが量的にもまとまった】犬態で出土している背景にはいかなる理由があるのか、今

後の調査で注視すべき点であろう。
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●瓦 男瓦 2点、女瓦 1点が出土した。男瓦 (遺構外No89)は、試掘調査時にA-8グ リッドからの出土である。粘
土板づくりの粘土円筒による2分割で製作され、分割後、側面はヘラ削りによる調整がおこなわれている。凸面部は

叩き後、横ないし縦方向にナデをおこない叩き目が消されている。大きさは、長さ18.5cm、 幅7.4cm、 厚さ1.5cmを測

る。男瓦 (遺構外No62)は B-7グ リッド、女瓦 (遺構/1・No63)は B-5グ リッドから出土した。
3点の瓦はいずれも出土した地点が、旧河道跡の範囲に近接ないし含まれていた。また、本調査区内では瓦を使用

した建物跡の痕跡は見当たらなかったことから、 3点の瓦はおそらく調査区外の北東部から荒川の氾濫とみられる旧

河道の影響で流され運ばれてきたものと推測される。

●腰帯 鉄製の餃具 1点が出土した。本遺跡では第 I次調査につづき2例 目となった。第二次調査では餃具以外にも
銅製の蛇尾 1点が出土している。県内の出土例として、長坂町柳坪遺跡の19号住居跡から鉄製の餃具が 1点出てい

る。

最後に、本遺跡の調査も平成16年現在では第�次調査を数えるまでとなり、縄文時代から中世にかけて長期に複合

した遺跡であったことが明らかとなってきている。中でも、主要な時期は古墳時代後期 (6世紀後半)か ら平安時代

末葉 (12世紀代)にかけてであり、時期ごとに大きな分布の偏在傾向が窺えるため、以下概観しておきたい。

愛宕町下条線の第 二次調査と今回の第Ⅱ次調査の本遺跡中央では、古墳時代後期 (主に6世紀後半～ 7世紀前半)

にあたる遺構や遺物が集中してみられ、粗密はあるが該期の遺構は松尾神社の西側周辺の遺跡北部地域 (第Ⅶ・Ⅸ・

�次調査)や宝珠寺南西の追跡南西地域 (第Ⅳ次調査)ま で及んでおり、この時期に大きな集落跡が形成されてい

る。

古墳時代末葉 (7世紀後半)から平安時代初頭 (9世紀前半)では、現在のところ遣構はまだ少なく本遺跡の空白

時期という感は否めない。今回の第Ⅱ次調査では、本町でまだ発見例の無かった奈良時代の住居跡が3軒も発見され

たことは大きな成果であつたといえる。また、平成10年の第Ⅳ次調査では遺構の発見には至っていないが 8世紀中頃

の杯や盤状杯などがあり、破片資料であったが本遺跡では初例となる仏教関連遺物の長頚壼「壷側 などもある。

平安時代前半 (9～ 10世紀代)では第 I次調査区周辺から遺跡南側地域 (第Ⅲ次)にかけて検出されてきている。
このような傾向から、8～ 10世紀代は愛宕町下条線から遺跡南側地域において今後検出される可能性が高い。

平安時代後半 (■～12世紀代)は、今回の第Ⅱ調査区周辺から遺跡北側 (第Ⅵ・Ⅶ・Ⅸ・�・�次調査)にかけて

の広い範囲で分布する。この頃、住居軒数が急激に増加する傾向が窺え、遺物は完形品に近い状態で脚高高台杯・皿、

柱状高台杯、小皿、杯、小娩、羽釜など、多くの土器類が出上している。また、当時としては調度品であつた貿易陶

磁器の白磁や青白磁、青磁などの碗・皿・水注・壺類などが伴うほか、小金銅仏 2躯 (第 I次調査)を保有するよう

な富裕な集落跡が形成されていることが窺える。なお、近年の遺跡北部の第Ⅶ次調査で11～ 12世紀代の方形を呈す

る滞跡や、第Ⅸ次調査では■世紀代のL字を呈する区画溝などがピット群とともに発見されてきており、出土遺物の

内容なども勘案すると該期の「館跡」などが存在する可能性もある。

本遺跡はこれまでの調査からおよそ以上のような時期的傾向が窺える。しかし、まだ調査の及んでいない地域もか

なりある (と くに遺跡の南部地域)ため、現在希薄な時期は今後新たな資料が追加される可能性がまだ十分にある。

以上のように、本遺跡は周辺地域の歴史解明において欠くことのできない長期にわたって継続する拠点的な集落追

跡であることから、今後も鋭意調査に努めていきたい。

引用 。参考文献 末木 健 1990『天狗沢瓦窯跡』敷島町教育委員会調査報告
大鳥正之 1996『松ノ尾遺跡』敷島町文化財調査報告第 5集

瀬田正明・山下孝司 「5 奈良・平安時代の編年」1998『山梨県史 資料編2』 山梨県
石神孝子「第 1章 道具としての遺物―装身具J1998『山梨県史 資料編2』 山梨県
末木 健「第6章 律令体制と牧・寺院― (5)腰帯」1998『山梨県史 資料編 2』 山梨県
佐々木 満 2001『秋山氏館跡J甲府市文化財調査報告16
櫛原功一他 2002『大坪遺跡』大坪遺跡発掘調査会

森原明廣 2002『久保田・道々芽木遺跡」山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第197集

山下孝司 2004「第9章 第二節 生産と流通J『山梨県史 通史編1 原始・古代』山梨県
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